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は し が き  
 
 卒 論 を 書 き 終 え 、 2 年 間 の ゼ ミ 生 活 も 終 わ

り を 迎 え よ う と し て い る 。 こ の 2 年 間 を 振 り

返 っ て み る と 、 本 当 に た く さ ん の こ と が あ っ

た 。  
 
 2 年 前 、 そ れ ま で 勉 強 よ り も 部 活 に 一 生 懸

命 で あ っ た 私 は 、 ゼ ミ こ そ は し っ か り 勉 強 し

よ う と 思 い 、 そ し て 縁 あ っ て 谷 本 ゼ ミ に 入 っ

た 。し か し 、 3 年 ゼ ミ で の 問 題 提 起 、夏 合 宿 、

一 橋 祭 で の 発 表 、 三 商 ゼ ミ … そ の ど れ も が 私

に と っ て は 試 練 の 連 続 で あ っ た 。 １ つ の 問 題

に つ い て ど の よ う な 視 点 か ら 考 え る の か 、 ど

う 論 理 的 な 答 え を 導 く か 、 そ れ を ど の よ う に

人 に わ か り や す く 伝 え る の か … そ れ は 想 像 以

上 に 難 し か っ た 。 そ し て 、 最 後 に し て 最 大 の

試 練 が こ の 卒 論 製 作 で あ っ た 。テ ー マ を 決 め 、

多 く の 文 献 の 中 か ら 自 分 で 問 題 提 起 を し 、 そ

れ を 論 理 的 に 考 え 、 論 を 進 め て い く … ゼ ミ の

集 大 成 と も 言 う べ き こ の 卒 論 製 作 を 終 え る ま

で の 道 の り は 本 当 に 長 か っ た 。  
 

し か し 、 卒 論 を 書 き 終 え た 今 、 私 に と っ て

そ の ど れ も が か け が え の な い 経 験 と な っ た 。  
 

本 論 文 の キ ー ワ ー ド で あ る 、「 コ ミ ュ ニ ケ

ー シ ョ ン 」 と い う 言 葉 は 、 私 が 4 年 間 の 部 活

を 通 し て 学 ん だ 大 切 な 言 葉 で あ る 。 チ ー ム は

メ ン バ ー 全 員 が 団 結 し た と き に 最 大 の 力 を 発
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揮 で き る 。そ の た め に は 、互 い を 信 じ る こ と 、

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン が 何 よ り も 大 切 で あ る 。

本 論 文 で コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン と い う 視 点 に 立

っ た の も 、 そ ん な 想 い か ら で あ っ た 。 こ の 卒

論 に は 私 の 大 学 4 年 間 で 学 ん だ こ と が 詰 ま っ

て い る 。 部 活 を 引 退 し 、 そ し て 卒 論 を 書 き 終

え 、 今 は 充 実 し た 気 持 ち で い っ ぱ い で あ る 。  
 
 最 後 に 、 わ た し が ゼ ミ で の 2 年 間 を 無 事 に

乗 り 越 え ら れ た の は 、 多 く の 方 々 の 支 え が あ

っ た か ら で あ る 。 こ の ２ 年 間 、 何 か と 苦 労 を

と も に し 、励 ま し て く れ た ゼ ミ テ ン 、そ し て 、

厳 し く も 優 し く 指 導 し て 下 さ っ た 谷 本 教 授 、

ア ド バ イ ス を く だ さ っ た 古 村 さ ん 、大 倉 さ ん 、

そ の 他 た く さ ん の 方 々 、 本 当 に あ り が と う ご

ざ い ま し た 。  
 
 

2 0 0 7 年 1 2 月 1 8 日  
岩 渕 裕 美
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第 １ 章  企 業 と 環 境 問 題  
 
第 １ 節  環 境 問 題 と は  
 産 業 革 命 以 降 、 経 済 成 長 と 利 益 追 求 、 そ れ

を ベ ー ス と し た 豊 か な 生 活 へ の 欲 求 が 最 優 先

さ れ た 。 そ の 結 果 、 わ た し た ち の 生 活 水 準 は

目 に 見 え て 向 上 し た 。 し か し そ の 一 方 、 周 囲

の 環 境 を 汚 染 し 、 環 境 に 与 え る 負 荷 が 地 球 シ

ス テ ム の 浄 化 能 力 の 限 界 を 超 え る よ う に な っ

て き た 。  
日 本 で は 1 9 5 0 年 代 か ら 6 0 年 代 に か け て ２

つ の 水 俣 病 、 イ タ イ イ タ イ 病 、 四 日 市 ぜ ん そ

く な ど が 発 見 ・ 表 面 化 し 、 一 大 社 会 問 題 と な

っ た 。 こ れ ら の 問 題 は 特 定 地 域 に 発 生 し た 問

題 で あ り 、 公 害 問 題 と よ ば れ る 。 こ れ ら 公 害

問 題 は 、 法 が 整 備 さ れ 企 業 が 賠 償 責 任 を 問 わ

れ る な か で 、 企 業 も 技 術 開 発 、 石 炭 か ら 石 油

へ の 燃 料 転 換 、 そ し て 省 エ ネ や 公 害 防 止 投 資

な ど に 積 極 的 に 取 り 組 み 、 そ の 結 果 産 業 公 害

問 題 の 発 生 は ほ ぼ 克 服 さ れ る に 至 っ た 。 そ し

て 、 現 在 で は 、 影 響 が 地 球 規 模 に 及 ぶ 地 球 環

境 問 題 が 大 き な 問 題 と な っ て い る 。  
ま ず 本 節 で は 、 環 境 問 題 、 な か で も 地 球 環

境 問 題 に 焦 点 を 当 て 、そ れ を 概 略 的 に 捉 え る 。 
 
（ １ ） 地 球 環 境 問 題 と は  

そ れ で は 、 地 球 環 境 問 題 と は 具 体 的 に は ど

の よ う な 問 題 が あ る の か 。  
地 球 環 境 問 題 は 、 地 球 温 暖 化 を 筆 頭 に 、 オ

ゾ ン 層 破 壊 、 種 の 多 様 性 の 減 少 、 熱 帯 林 の 減
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少 、 砂 漠 化 等 が そ の 代 表 例 で 、 そ の 影 響 は 地

球 規 模 に 及 ぶ 。 以 下 で 、 そ の 問 題 と 現 状 に つ

い て 簡 単 に 紹 介 す る 。（ 1 ）  
１ ）  地 球 温 暖 化  

地 球 温 暖 化 と は 、 近 年 の 人 間 活 動 の 拡 大 に

伴 っ て 二 酸 化 炭 素 、 メ タ ン 等 の 温 室 効 果 ガ ス

が 人 為 的 に 大 量 に 大 気 中 に 排 出 さ れ る こ と で 、

地 球 が 過 度 に 温 暖 化 す る 現 象 の こ と を 指 す 。

特 に 二 酸 化 炭 素 は 、 化 石 燃 料 の 燃 焼 な ど に よ

っ て 膨 大 な 量 が 人 為 的 に 排 出 さ れ て い る 。  
 温 暖 化 に よ っ て さ ま ざ ま な 気 候 シ ス テ ム に

変 化 が 起 き て い る（ 図 表 １ － １ 、１ － ２ 参 照 ）。 
 

 
 

図 表 １ － １  地 球 温 暖 化 の 現 状  

出 所 ： 平 成 1 9 年 版 環 境 ／ 循 環 白 書〔 ｗ ２ 〕

h t t p : / / w w w . e n v . g o . j p / p o l i c y / h a k u s y o / h 1
9 / h t m l / h j 0 7 0 3 0 1 0 1 . h t m l # 3 _ 1 _ 1  よ り  
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出 所 ： 平 成 1 9 年 版  環 境 ／ 循 環 白 書 〔 ｗ ２ 〕 
h t t p : / / w w w . e n v . g o . j p / p o l i c y / h a k u s y o / h 1 9 / h
t m l / h j 0 7 0 3 0 1 0 1 . h t m l # 3 _ 1 _ 1  よ り  
 
２ ） オ ゾ ン 層 破 壊  

C F C 、 H C F C 、 ハ ロ ン 、 臭 化 メ チ ル 等 の 物 質

に よ り オ ゾ ン 層 が 破 壊 さ れ る 現 象 を 指 す 。 オ

ゾ ン 層 が 破 壊 さ れ る と 、 地 上 に 到 達 す る 有 害

な 紫 外 線 （ U V - B ） が 増 加 し 、 皮 膚 ガ ン や 白 内

障 等 の 健 康 被 害 を 発 生 さ せ る お そ れ や 、 植 物

や プ ラ ン ク ト ン の 生 育 の 阻 害 等 を 引 き 起 こ す

こ と が 懸 念 さ れ る 。 ま た 、 オ ゾ ン 層 破 壊 物 質

の 多 く は 強 力 な 温 室 効 果 ガ ス で も あ り 、 地 球

温 暖 化 へ の 影 響 も 考 え ら れ る 。  
2 0 0 6 年 の 南 極 域 上 空 の オ ゾ ン ホ ー ル は 最

大 級 に 発 達 し（ 図 表 １ － ３ ）、依 然 深 刻 な 状 況

に あ る も の の 、 オ ゾ ン 層 を 破 壊 す る 物 質 に 関

図 表 １ － ２  世 界 の 平 均 気 温 の 変 化  
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す る モ ン ト リ オ ー ル 議 定 書 の 科 学 ア セ ス メ ン

ト パ ネ ル が 2 0 0 6 年 に 報 告 し た と こ ろ に よ る

と 、 南 極 域 の オ ゾ ン 濃 度 は 、 2 0 6 0 年 ～ 2 0 7 5

年 頃 に 、 オ ゾ ン 濃 度 が 正 常 で あ っ た と 考 え ら

れ る 1 9 8 0 年 以 前 の 値 に 戻 る と 予 測 さ れ る 。  

 
図 表 １ － ３  南 極 上 空 の オ ゾ ン ホ ー ル の 面 積

の 推 移  

 
出 所 ： 平 成 1 9 年 版  環 境 ／ 循 環 白 書 〔 ｗ ２ 〕 
h t t p : / / w w w . e n v . g o . j p / p o l i c y / h a k u s y o / h 1 9 / h
t m l / h j 0 7 0 3 0 1 0 1 . h t m l # 3 _ 1 _ 1  よ り  
 
３ ）  種 の 多 様 性 の 減 少  

自 然 の プ ロ セ ス で は な く 、 人 類 の 経 済 社 会

活 動 に よ っ て 、 種 の 絶 滅 が 地 球 の 歴 史 始 ま っ

て 以 来 の 速 さ で 進 行 し て い る 。  
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図 表 １ － ４  絶 滅 の 恐 れ の あ る 種 の 現 状  

 
出 所 ： 環 境 省 パ ン フ レ ッ ト 〔 ｗ ２ 〕  
h t t p : / / w w w . e n v . g o . j p / g u i d e / g y o m u / h t m l / i n
d e x . h t m l よ り  
 
４ ） 森 林 の 減 少  

農 地 へ の 転 用 、 非 伝 統 的 な 焼 畑 移 動 耕 作 の

増 加 、過 度 の 薪 炭 材 採 取 、不 適 切 な 商 業 伐 採 、

過 放 牧 、 プ ラ ン テ ー シ ョ ン 造 成 、 森 林 火 災 等

に よ り 、森 林 が 現 象 し て い る 。世 界 の 森 林 は 、

陸 地 の 約 3 0 ％ を 占 め 、面 積 約 4 0 億 h a に 及 ぶ

が 、2 0 0 0 年 か ら 2 0 0 5 年 に か け て 、年 平 均 7 3 2
万 h a の 割 合 で 減 少 し た 。 特 に 、 熱 帯 林 が 分

布 す る ア フ リ カ 地 域 、 南 ア メ リ カ 地 域 及 び ア

ジ ア 地 域 の う ち 東 南 ア ジ ア で 森 林 の 減 少 が 続

い て い る （ 図 表 １ － ５ 参 照 ）。  
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出 所 ： 平 成 1 9 年 版  環 境 ／ 循 環 白 書 〔 ｗ ２ 〕

h t t p : / / w w w . e n v . g o . j p / p o l i c y / h a k u s y o / h 1 9 / h
t m l / h j 0 7 0 3 0 1 0 1 . h t m l # 3 _ 1 _ 1 よ り  
 
 
（ ２ ） 地 球 環 境 問 題 の 特 徴  
 以 上 の よ う な 地 球 環 境 問 題 は 、 公 害 問 題 と

は そ の 特 徴 が 異 な る 。 こ こ で 、 公 害 問 題 と の

相 違 を 明 ら か に し 、 地 球 環 境 問 題 の 特 徴 を 整

理 し て お こ う 。（ 2 ）  
 
 
 
 

図 表 １ － ５  世 界 の 森 林 面 積 の 年 当 た り の 変

化 率 （ 2 0 0 0 ～ 2 0 0 5 年 ）  
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図 表 １ － ６  地 球 環 境 問 題 と 公 害 問 題 の 相 違  
 公害問題 地球環境問題 
影響の空間的広がり 特定地域 全人類 
企業と住民 対立の構図 全員が加害者・被害者 
影響の可視性 可視的 非可視的 
不確実性 小 大 
国際政治的要素 なし 南北問題 
影響の時間的広がり 現在の問題 将来世代の問題 
出 所 ： 山 口 ［ 2 5 ］ p . 5 よ り  
 
 図 １ － ６ で 示 す よ う に 、 地 球 環 境 問 題 の 特

徴 と し て 、 第 １ に は 、 公 害 問 題 の 影 響 が 特 定

地 域 で と ど ま る の に 対 し 、 地 球 環 境 問 題 の 影

響 は グ ロ ー バ ル か つ 全 人 類 に 及 ぶ 。そ の た め 、

対 策 も 一 国 の み で は な く 全 世 界 レ ベ ル で の 協

力 が 必 要 と な る 。  
第 ２ に 、 公 害 問 題 は 企 業 が 加 害 者 で 住 民 が

一 方 的 な 被 害 者 で あ り 、対 立 の 構 図 で あ る が 、

地 球 環 境 問 題 は 全 人 類 が 加 害 者 で も あ り 被 害

者 で も あ る 。 そ の た め 、 対 策 も 企 業 だ け で は

な く 全 主 体 に 広 が ら な い と 効 果 が 薄 い 。  
第 3 に 、 地 球 環 境 問 題 は 被 害 が 直 接 目 に 見

え ず 、 1 0 0 年 単 位 で 徐 々 に 表 面 化 す る 。 そ の

た め 、 公 害 問 題 の よ う に 道 徳 的 見 地 か ら の 世

論 の 支 持 を 受 け づ ら い 。  
第 4 は 不 確 実 性 で あ る 。 公 害 問 題 も 原 因 と

結 果 の 因 果 関 係 に 不 確 実 性 が あ っ た が 、 地 球

環 境 問 題 の 不 確 実 性 は こ れ と は 比 較 に な ら な

い ほ ど 大 き い 。 こ の よ う な 不 確 実 性 の 中 で 、
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ど こ ま で コ ス ト を か け る か に つ き 、 国 民 、 ひ

い て は 世 界 の 合 意 を 得 る の は 至 難 の 業 で あ る 。  
第 5 は 南 北 問 題 で あ る 。 公 害 は 基 本 的 に は

国 内 問 題 で あ る の に 対 し 、 地 球 環 境 問 題 は 優

れ て 先 進 国 の 引 き 起 こ し た も の で あ る 。 こ の

点 に 関 し て は 先 進 国 が し か る べ く 責 任 を 負 わ

ね ば な ら な い 。 し か し 、 途 上 国 の 今 後 の 経 済

成 長 及 び 人 口 爆 発 を 考 え れ ば 途 上 国 に も 将 来

何 ら か の 義 務 を 負 っ て も ら わ な け れ ば な ら ず 、

地 球 環 境 問 題 に は こ の よ う に 政 治 的 要 素 が 極

め て 色 濃 く 反 映 さ れ る 。  
最 後 は 影 響 の 時 間 的 広 が り で あ る 。 公 害 問

題 と 異 な り 、 地 球 環 境 問 題 の 場 合 は 、 現 世 代

の 行 動 に よ り 未 だ 生 ま れ て い な い 将 来 世 代 が

影 響 を 被 る と と も に 、 そ れ を 避 け る た め の 出

費 は 現 世 代 で あ る わ れ わ れ が 負 担 し 、 そ の メ

リ ッ ト は 将 来 世 代 が 享 受 す る 。 将 来 世 代 と の

公 平 性 、 長 期 的 な 効 率 性 の 観 点 か ら バ ラ ン ス

を ど う し た ら よ い か 、 と い う 問 題 が あ る 。  
 
以 上 の よ う に 、 地 球 環 境 問 題 は 非 常 に 複 雑

な 面 を も っ て お り 、 公 害 問 題 の よ う に 法 規 制

で は 環 境 問 題 の 複 雑 性 に 対 し て 全 面 的 に 対 応

し き れ な い 。 地 球 環 境 問 題 に 関 し て は 、 企 業

や 消 費 者 、N G O な ど の 自 発 的 な 活 動 が 果 た す

役 割 が 大 き い の で あ る 。  
 
（ ２ ） 地 球 環 境 問 題 へ の 対 応 の 動 向 （ 3 ）  

こ の よ う な 地 球 環 境 問 題 へ の 対 応 に 関 し

て 、世 界 的 な 動 向 を こ こ で 一 度 整 理 し て お く 。 
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1 9 7 2 年 6 月 、ス ト ッ ク ホ ル ム で 第 1 回 人 類

環 境 問 題 の 国 連 会 議 が 開 か れ た 。 し か し 、 問

題 の 提 示 は あ っ た も の の 先 進 国 と 発 展 途 上 国 、

い わ ゆ る 南 北 間 の 問 題 意 識 の く い ち が い も あ

っ て 、そ の 対 応 は 必 ず し も 積 極 化 し な か っ た 。

地 球 環 境 問 題 が 具 体 的 取 り 組 み の 段 階 に 入 っ

た の は 、 1 9 9 2 年 6 月 、 ブ ラ ジ ル の リ オ ・ デ ・

ジ ャ ネ イ ロ に お い て 世 界 1 8 3 の 国 ・ 地 域 ・ 機

関 が 参 加 し て 国 連 環 境 開 発 会 議 （ U N C E D 、 通

称 地 球 サ ミ ッ ト ）が 開 催 さ れ た 後 か ら で あ る 。

こ の サ ミ ッ ト で は 「 環 境 と 開 発 に 関 す る リ オ

宣 言 」」、 そ の 行 動 計 画 で あ る 「 ア ジ ェ ン ダ ２

１ 」 そ し て 「 森 林 原 則 声 明 」 が 採 択 さ れ 、「 気

候 変 動 枠 組 み 条 約 」、「 生 物 多 様 性 条 約 」 が 多

く の 国 に よ り 署 名 さ れ た 。ま た 、1 9 8 7 年 に「 環

境 と 開 発 に 関 す る 世 界 委 員 会 （ W C E D 、 ブ ル

ン ト ラ ン ト 委 員 会 ） が 提 唱 し た 「 持 続 可 能 な

発 展 （ s u s t a i n a b l e  d e v e l o p m e n t ） が 会 議 を

通 し て の キ ー ワ ー ド に な り 、 ま た 、 先 進 国 と

途 上 国 の 間 で 「 共 通 だ が 差 異 の あ る 責 任

（ c o m m o n  b u t  d i f f e r e n t i a t e d  
r e s p o n s i b i l i t i e s ）」と い う 概 念 が 合 意 さ れ た 。 
 採 択 さ れ た 3 文 書 の う ち 、 ア ジ ェ ン ダ 2 1
は 特 に 章 を 設 け て 企 業 の 役 割 に 触 れ て い る 。

こ の 中 で は 、 企 業 は 環 境 を 管 理 す る こ と が 企

業 の 目 的 の 最 優 先 事 項 で あ り 、 持 続 可 能 な 発

展 を も た ら す も の で あ る こ と を 認 識 す べ き で

あ る と し た 上 で 、 製 品 の す べ て の 段 階 で の 最

適 資 源 利 用 と 、 環 境 に 配 慮 し た 経 営 の 促 進 を

提 案 し て い る 。  
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地 球 サ ミ ッ ト を 機 に 地 球 環 境 問 題 に 対 す

る 企 業 の 役 割 に 大 き な 関 心 が 向 け ら れ る よ う

に な っ た 。  
 
第 ２ 節  企 業 と は  
 第 1 節 で は 環 境 問 題 、 特 に 地 球 環 境 問 題 に

つ い て 述 べ て き た が 、 地 球 環 境 問 題 の 現 状 は

深 刻 化 し 、 そ の 解 決 は ま さ に 急 務 と な っ て い

る 。 地 球 環 境 問 題 発 生 の 原 因 は 、 一 言 で 言 え

ば 産 業 革 命 以 降 の 経 済 成 長 ・ 効 率 追 求 一 辺 倒

の 結 果 で あ る 。 環 境 問 題 の 最 大 の 原 因 者 は 企

業 な の で あ る 。企 業 は 、そ れ ま で の 経 済 成 長 ・

効 率 追 及 一 辺 倒 の 経 営 を 改 め 、 持 続 可 能 な 開

発 と い う 視 点 か ら 経 営 活 動 を 行 っ て い く こ と

が 求 め ら れ る よ う に な っ て い る 。 こ の 地 球 環

境 問 題 に 対 し 今 後 企 業 は ど の よ う に 向 き 合 っ

て い く べ き な の だ ろ う か 。  
こ こ で 、 ま ず 企 業 と は ど の よ う な 存 在 で あ

る の か 、 ま た 、 ど の よ う な 存 在 で あ る べ き な

の か 。 本 論 文 で 前 提 と す る 企 業 の あ り 方 を 、

一 度 示 し て お き た い 。  
 
（ １ ）  企 業 と 社 会  
 企 業 は 社 会 の 中 に 存 在 し 、 社 会 と の 相 互 関

係 の 中 で 、 経 済 活 動 を 行 っ て い る 。 こ こ で 注

意 す べ き な の は 、 企 業 が 経 済 活 動 を 行 う 際 、

そ の 基 盤 に あ る 環 境 や 社 会 が 崩 れ て し ま っ て

は 、 経 済 社 会 の 未 来 は あ り え な い と い う こ と

で あ る 。 企 業 は 社 会 的 な 役 割 、 責 任 を 積 極 的

に 果 た し な が ら 経 済 活 動 を 行 っ て い く こ と が
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求 め ら れ て い る の で あ る 。  
（ ２ ）  企 業 の 社 会 的 責 任  
 企 業 の 社 会 的 責 任 （ Ｃ Ｓ Ｒ ） の 定 義 は 明 確

で は な い と い わ れ る 。「 社 会 的 」 と い う 場 合 、

多 く の 分 野 に 関 連 し て お り 、 ど こ ま で を 対 象

領 域 と す る の か 、 ま た 論 者 の 立 場 に よ っ て 視

点 や 方 法 論 は 異 な っ て く る 。本 論 文 で は 、「 企

業 社 会 の プ ロ セ ス に 社 会 的 公 正 性 や 倫 理 性 、

環 境 や 人 権 へ の 配 慮 を 組 み 込 み 、 ス テ イ ク ホ

ル ダ ー に 対 し て ア カ ウ ン タ ビ リ テ ィ を 果 た し

て い く こ と 」（ 4 ） と 定 義 し て お く 。  
 Ｃ Ｓ Ｒ は 基 本 的 に は 次 の ３ つ の 次 元 に 区 分

す る こ と が で き る 。（ 5 ）  
①  経 済 活 動 の あ り 方  
日 常 の 経 済 活 動 の あ ら ゆ る プ ロ セ ス に 社 会 的

公 正 性 や 倫 理 性 、 環 境 や 人 権 な ど へ の 配 慮 を

組 み 込 ん で い く こ と で あ る 。 具 体 的 に は 、 製

品 の 品 質 や 安 全 性 に 加 え て 、 環 境 対 策 、 採 用

や 昇 進 上 の 公 正 性 、 人 権 対 策 、 ス テ イ ク ホ ル

ダ ー に 対 す る 情 報 公 開 、 あ る い は 途 上 国 に お

け る 労 働 環 境 ・ 人 権 問 題 へ の 対 応 と い っ た こ

と が 含 ま れ る 。 そ れ ぞ れ の 領 域 に お い て 、 コ

ン プ ラ イ ア ン ス 、 リ ス ク 管 理 と い う 基 礎 を 固

め る い わ ば 「 守 り の Ｃ Ｓ Ｒ 」 と 、 そ れ ぞ れ の

課 題 に よ り 積 極 的 に 取 り 組 み 、 新 た な 社 会 的

価 値 を 早 発 し て い く と い う 「 攻 め の Ｃ Ｓ Ｒ 」

の レ ベ ル が あ る 。  
② 社 会 的 事 業  
い ま 社 会 的 に 解 決 が 求 め ら れ て い る 課 題 に 対

し て 、 企 業 が そ の 知 識 や 技 術 力 を 活 用 し 、 事
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業 と し て 新 た な 社 会 的 商 品 や サ ー ビ ス 、 社 会

的 事 業 を 開 発 す る と い う こ と で あ る 。 例 え ば

環 境 配 慮 商 品 や 、 障 害 者 支 援 の 商 品 ・ サ ー ビ

ス の 開 発 、 エ コ ツ ア ー の 開 発 、 フ ェ ア ト レ ー

ド を 組 み 入 れ て い く こ と 、 地 域 再 開 発 に 関 わ

る 事 業 、 Ｓ Ｒ Ｉ フ ァ ン ド の 開 発 な ど が 挙 げ ら

れ る 。  
③ 社 会 貢 献 活 動  
基 本 的 に は 事 業 活 動 を 離 れ 、 コ ミ ュ ニ テ ィ が

抱 え る さ ま ざ ま な 課 題 の 解 決 に 経 営 資 源 を 活

用 し て 支 援 す る 活 動 を 指 す 。 基 本 的 に は 、 金

銭 的 寄 付 に よ る 社 会 貢 献 と 、 製 品 、 施 設 ・ 人

材 な ど を 活 用 し た 非 金 銭 的 な 社 会 貢 献 が あ る 。 
 

こ の よ う に 、 企 業 は 社 会 の 中 に 存 在 し て お

り 、 社 会 的 な 役 割 、 責 任 を 果 た し て い く こ と

が 求 め ら れ る 。 本 論 文 で は 、 企 業 の あ り 方 と

し て こ の よ う な 前 提 に 立 つ と す る 。 つ ま り 、

企 業 は 第 1 節 で 述 べ た よ う な 地 球 環 境 問 題 に

対 し て も 積 極 的 に 関 わ っ て い く こ と が 求 め ら

れ る 存 在 で あ る 。  
 
第 ３ 節  企 業 と ス テ イ ク ホ ル ダ ー  
（ １ ） 企 業 と ス テ イ ク ホ ル ダ ー の 関 係  

さ て 、 前 述 し た と お り 、 企 業 は 社 会 の 中 に

存 在 す る 。 す な わ ち 、 さ ま ざ ま な ス テ イ ク ホ

ル ダ ー と の 相 互 関 係 の 中 で 存 在 し て い る 。 ス

テ イ ク ホ ル ダ ー は 企 業 活 動 に 影 響 を 受 け る 存

在 で あ る と 同 時 に 、 影 響 を 与 え る 存 在 で も あ

る の だ 。 企 業 と 社 会 、 ス テ イ ク ホ ル ダ ー の 基
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本 的 な 相 互 関 係 性 を 図 に 表 す と 、 図 １ － ７ の

よ う に な る 。  
 

図 １ － ７  企 業 と 社 会 と の 相 互 関 係  

企業

社会
ステイクホルダー

・・・・・・・・
株主／投資家
従業員／労組
消費者／顧客

環境、
コミュニティ

①企業の社会的影響力

②ステイクホルダーの期待・圧力

③企業の社会的関与

④ＣＳＲへの支持・評価

 
出 所 ： 谷 本 ［ 2 3 ］ p 6 3 よ り  

 
以 下 で 、 そ の 関 係 に つ い て 順 に 説 明 し て い

こ う 。（ 6 ）  
①  企 業 の 社 会 的 影 響 力  
企 業 は そ の 活 動 に 関 わ る ス テ イ ク ホ ル ダ

ー と 、 継 続 的 に 社 会 的 ・ 経 済 的 な 交 換 関 係 を

行 っ て お り 、 そ れ が 相 互 に 関 連 し あ う 集 合 体

と し て 企 業 社 会 を 形 成 し て い る 。 企 業 は 、 そ

の 活 動 プ ロ セ ス に お い て 、 さ ま ざ ま な ス テ イ

ク ホ ル ダ ー ― 株 主 ・ 投 資 家 、 従 業 員 ・ 労 働 組
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合 、 消 費 者 ／ 顧 客 、 業 界 ／ 競 争 企 業 、 経 済 団

体 、 サ プ ラ イ ヤ ー 、 Ｎ Ｐ Ｏ ／ Ｎ Ｇ Ｏ 、 地 域 社

会 、 環 境 な ど と 関 わ っ て い る 。  
②  ス テ イ ク ホ ル ダ ー の 期 待 と 圧 力  
コ ア メ ン バ ー と し て 位 置 す る ス テ イ ク ホ

ル ダ ー は 、 企 業 の 経 済 活 動 に と も に 関 わ り 、

経 済 的 ・ 社 会 的 な 共 通 利 益 を 求 め 、 そ の 配 分

を 受 け る 。 一 方 、 周 縁 や 外 部 に 位 置 す る ス テ

イ ク ホ ル ダ ー は 必 ず し も そ の 配 分 に は あ ず か

れ な い と い う 構 図 が あ る 。 欧 米 で は 一 般 的 に

消 費 者 ／ 市 民 の 利 益 を 代 表 し て 企 業 活 動 を 監

視 、 批 判 し 、 情 報 を 提 供 す る Ｎ Ｐ Ｏ ／ Ｎ Ｇ Ｏ

が 社 会 的 な 支 持 を 得 て 影 響 力 を 持 っ て い る 。  
③  企 業 の 社 会 的 責 任  

 企 業 は 、 ス テ イ ク ホ ル ダ ー か ら の 期 待 、 圧

力 の 程 度 に 呼 応 し て 、 Ｃ Ｓ Ｒ に 取 り 組 ん で い

く 。 Ｃ Ｓ Ｒ は 反 応 的 ・ 受 動 的 な も の ば か り で

は な く 、 社 会 か ら の 声 を 受 け て 今 問 わ れ て い

る 社 会 的 課 題 に 能 動 的 ・ 革 新 的 に 対 応 し て い

く こ と が 重 要 と な る 。 そ う い っ た 事 業 を 通 し

て 、 新 し い 社 会 的 価 値 を 革 新 的 に 生 み 出 し て

い く こ と が 期 待 さ れ て い る 。  
④  Ｃ Ｓ Ｒ へ の 支 持 ・ 評 価  

 社 会 的 に 責 任 の あ る 企 業 活 動 を 評 価 す る 動

き が 市 場 社 会 に 定 着 す れ ば 、 そ こ に 新 し い 規

範 が 組 み 込 ま れ て い く こ と に な る 。 そ う す れ

ば Ｃ Ｓ Ｒ へ の 取 り 組 み は 企 業 に と っ て も 避 け

ら れ な い 経 営 課 題 に な る 。 社 会 的 責 任 を 果 た

す 企 業 は 、 一 般 に 企 業 の ブ ラ ン ド 力 や 評 価 も

向 上 し 、 顧 客 を ひ き つ け 、 有 能 な 人 材 が 集 ま
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る よ う に な る と い う メ リ ッ ト は 生 ま れ る 。 ま

た 、 投 資 家 の 関 心 を 集 め 、 地 域 社 会 に も 受 け

入 れ ら れ る 。  
 
（ ２ ） 環 境 経 営 に お け る 企 業 と ス テ イ ク ホ ル

ダ ー  
 企 業 は 、 以 上 の よ う に ス テ イ ク ホ ル ダ ー と

の 相 互 関 係 で 存 在 し て い る 。 つ ま り 、 ス テ イ

ク ホ ル ダ ー を 無 視 し て 存 続 す る こ と は で き な

い 。 環 境 経 営 に お い て も 企 業 は さ ま ざ ま な ス

テ イ ク ホ ル ダ ー と 関 わ っ て お り 、 そ れ ら を 無

視 す る こ と は で き な い 。  
そ れ で は 、 環 境 経 営 に お い て 企 業 は ど の よ

う な ス テ イ ク ホ ル ダ ー か ら ど の よ う な 影 響 を

受 け て い る の か 。  
 そ れ を 簡 単 に 図 に 表 す と 、 図 1 － 8 の よ う

に な る 。  
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図 １ － ８  環 境 経 営 に お け る 主 要 な ス テ イ ク

ホ ル ダ ー  

企業

政府

消費者金融機関

エコファンド

ＮＧＯ

企業

グリーン購入

グリーン調達

情報交換・
協力

規制・誘導

環境リスクへの関心

環境経営

 
出 所 ： 山 口 ［ 2 5 ］ p . 1 4 ～ 1 7 よ り 作 成  
 
 以 下 、 そ れ ぞ れ の ス テ イ ク ホ ル ダ ー が 企 業

に 及 ぼ す 影 響 に つ い て 簡 単 に お さ え て お く 。

（ 7 ）  
 
１ ）  政 府  
 政 府 が 企 業 に 影 響 を 与 え る 手 段 と し て 、 直

接 規 制 と 間 接 規 制 が あ る 。 直 接 規 制 と は 、 環

境 基 準 （ 望 ま し い 環 境 の 質 ） や 排 出 基 準 （ 環

境 基 準 を 達 成 す る た め の 個 別 施 設 か ら の 排 出

基 準 ） の 設 定 を 通 し て 直 接 企 業 に 影 響 を 与 え

る も の で 、 政 府 の 環 境 政 策 は 従 来 こ う し た 直

接 規 制 が ほ と ん ど で あ っ た 。 こ れ に 対 し て 間

接 規 制 は 、 環 境 税 等 の 導 入 に よ り 価 格 体 系 を
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人 為 的 に 変 え る こ と で 、 企 業 や 個 人 に 自 由 な

選 択 の 余 地 を 残 し つ つ 環 境 に よ い 方 向 に 誘 導

し よ う と い う も の で 、 経 済 的 （ イ ン セ ン テ ィ

ブ を 利 用 し た ） 手 法 と も 呼 ば れ る 。  
こ の 他 に は 、 例 え ば 賠 償 責 任 の 強 化 （ 土 壌 浄

化 責 任 が 強 化 さ れ る よ う な 場 合 ）、政 府 に よ る

グ リ ー ン 購 入 等 が あ る 。  
２ ）  消 費 者  
 消 費 者 は 、 環 境 に 配 慮 し た 製 品 ・ サ ー ビ ス

を 優 先 購 入 し 、 ま た 、 操 業 上 あ る い は マ ネ ジ

メ ン ト 上 で 環 境 に よ り 配 慮 し て い る 企 業 を 評

価 し 、そ の 製 品・サ ー ビ ス を 購 入 す る こ と で 、

企 業 を よ り グ リ ー ン な 方 向 へ と 影 響 を 与 え る 。

企 業 は 商 品 や サ ー ビ ス の 販 売 に よ り 収 益 を 上

げ 存 続 し て い け る の で 、 こ の よ う な グ リ ー

ン ・ コ ン シ ュ ー マ ー の 動 き が 強 ま れ ば 企 業 は

対 応 せ ざ る を 得 な く な る 。  
３ ）  環 境 保 護 団 体 （ N G O ）  

近 年 は 企 業 と N G O の 建 設 的 対 話 が み ら れ

る 。 例 え ば 、 ハ ン バ ー ガ ー の マ ク ド ナ ル ド が

米 国 の N G O で あ る E D F （ 環 境 防 衛 基 金 ） と

組 ん で 商 品 の 包 装 の 研 究 を 行 う な ど し て い る 。 
４ ）  企 業  
 最 終 消 費 財 の メ ー カ ー 以 外 は 、 企 業 が 直 接

の 顧 客 で あ る 。 最 近 、 企 業 の I S O 1 4 0 0 1 （ 環

境 管 理 シ ス テ ム 規 格 ） 認 証 取 得 が 急 増 し て い

る 。 こ れ に 伴 い 、 企 業 の 環 境 に 対 す る 関 心 が

高 ま り 、 原 材 料 の 仕 入 れ に 際 し て 極 力 環 境 に

配 慮 す る 傾 向 が 強 ま っ て い る 。 さ ら に 、 近 年

L C A （ ラ イ フ サ イ ク ル ・ ア セ ス メ ン ト ） の 広
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ま り に よ り 、 購 買 者 と し て の 企 業 が 自 社 製 品

い つ い て の L C A を 行 う た め に は 、購 入 す る 原

料 が 自 社 に 到 達 す る ま で に ど の 程 度 環 境 に 負

荷 を か け て き た か を 知 ろ う と す る 。  
５ ）  金 融 機 関  
 金 融 機 関 が 与 え る 影 響 に は 2 通 り あ り 、 1
つ 目 は 自 ら の 利 益 を 目 指 す も の で 、 2 つ 目 は

環 境 保 護 に 重 き を 置 く も の で あ る 。  
前 者 は 主 に 民 間 銀 行 に 関 す る も の で 、 米 国

で は 俗 に ス ー パ ー フ ァ ン ド 法 と よ ば れ る 土 壌

浄 化 に 関 す る 厳 し い 法 律 が あ り 、 企 業 が 浄 化

責 任 を 負 わ さ れ る リ ス ク が 高 い 。し た が っ て 、

銀 行 は 融 資 の 実 行 に 際 し て 、 融 資 相 手 の 返 済

能 力 を 図 る 上 で 、 相 手 の 土 地 が 汚 染 さ れ て い

な い か ど う か 厳 格 な チ ェ ッ ク を 行 う 。  
後 者 は 世 界 銀 行 な ど で 、 経 済 発 展 の た め の

途 上 国 に 対 す る 融 資 が 結 果 と し て 環 境 破 壊 を

引 き 起 こ す 結 果 と な っ た こ と の 反 省 か ら 、 融

資 に 際 し て の 環 境 基 準 を 設 け て い る 。  
６ ）  投 資 家  
 金 銭 的 な 利 益 以 外 の 要 素 を 株 主 が 求 め る 動

き が あ り 、 企 業 に 対 し て 環 境 に 配 慮 し た 経 営

を 求 め る 「 緑 の 投 資 家 」 が 世 界 的 に 増 加 し て

い る 。 日 本 で も エ コ フ ァ ン ド に 資 金 が 集 ま る

時 代 を 迎 え て い る 。  
 
第 4 節  問 題 提 起  

以 上 の よ う な 各 ス テ イ ク ホ ル ダ ー の 行 動

に お い て 指 針 と な る の は 、 企 業 の 環 境 情 報 が

必 要 で あ る 。 ス テ イ ク ホ ル ダ ー と 企 業 の 関 係
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か ら 考 え る と 、 各 ス テ イ ク ホ ル ダ ー が 求 め る

環 境 情 報 を 、 以 下 の 図 の よ う に ま と め る こ と

が で き る 。  
 
図 表 １ － ７  ス テ イ ク ホ ル ダ ー の 求 め る 情 報  

金融機関

エコファンド

NGO

企業

消費者

政府

企業
製品・サービス情報

適切な規制及び誘導を行うための、企

業の環境情報

環境リスクが大きい企業を選
別する際の情報

「環境マネジメント体制の整備・運用」、
「環境会計領域の情報」 など 環境に配慮した商品・製品を

製造しているか、環境マネジメ
ントを実施しているか などの

情報

企業の環境経
営実施状況

 
 

こ れ ま で 見 て き た よ う に 、 企 業 が 環 境 経 営

を 行 う う え で 、 企 業 は さ ま ざ ま な ス テ イ ク ホ

ル ダ ー か ら の 影 響 下 に あ る 。 企 業 が 環 境 経 営

を 継 続 的 に 行 っ て い く た め に は 、 そ れ ら の ス

テ イ ク ホ ル ダ ー の 行 動 基 準 と な る 環 境 情 報 を

し っ か り 開 示 し 、 彼 ら の 信 頼 や 支 持 を 得 て い

く こ と が 重 要 と な る だ ろ う 。 彼 ら の 信 頼 や 支

持 を 得 る こ と は 、 や が て 企 業 に 対 す る 社 会 的

評 価 に 直 結 す る 。 こ の よ う な 社 会 的 評 価 は 、

単 な る 企 業 イ メ ー ジ に と ど ま ら ず 、 製 品 ・ サ

ー ビ ス 市 場 で の 購 買 活 動 、 証 券 の 売 買 、 就 職
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先 企 業 の 選 別 な ど の 各 ス テ イ ク ホ ル ダ ー の 意

思 決 定 に か な り の 影 響 を 及 ぼ す の で あ る 。（ 8 ） 
 そ れ で は 、 企 業 を 取 り 巻 く さ ま ざ ま な ス テ

イ ク ホ ル ダ ー か ら の 信 頼 や 支 持 を 得 て 、 彼 ら

と よ い 関 係 を 作 っ て い け る よ う な 環 境 情 報 開

示 と は 、 ど の よ う な も の な の で あ ろ う か 。  
本 論 文 で は 、 そ の よ う な 環 境 情 報 開 示 の あ り

方 に つ い て 考 え て い き た い 。

                                                   
（ 1 ）  問 題 の 概 念 に つ い て は 、 岡 本 ［ 1 3 ］ 1 7
ペ ー ジ 、 平 成 1 9 年 版 環 境 ／ 循 環 白 書

h t t p : / / w w w . e n v . g o . j p / p o l i c y / h a k u s y o / h 1 9 / h
t m l / h j 0 7 0 3 0 1 0 1 . h t m l # 3 _ 1 _ 1  
を 参 照 し た 。  
（ 2 ）  地 球 環 境 問 題 の 特 徴 に つ い て は 、 山 口

［ 2 5 ］ p p . 3 ~ 6 を 参 照 し て い る 。  
（ 3 ）  山 口 ［ 2 5 ］ 1 3 ペ ー ジ 、 佐 々 木 ［ 1 6 ］

p p . 1 4 ~ 1 5 。  
（ 4 ） 谷 本 〔 2 3 〕 ５ ９ ペ ー ジ 。  
（ 5 ） Ｃ Ｓ Ｒ の 3 つ の 次 元 の 区 分 に つ い て は 、

谷 本 〔 2 3 〕 p p . 6 7 ~ 7 0 を 参 照 し た 。  
（ 6 ）  こ の 部 分 に つ い て は 、谷 本〔 2 3 〕p p . 6 2 ~ 6
を 参 照 し た 。  
（ 7 ） 山 口 ［ 2 5 ］ p . 1 4 ～ 1 7 。  
（ 8 ） 國 部 〔 1 1 〕 7 ペ ー ジ 。  
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第 ２ 章  環 境 情 報 開 示  
 第 2 章 で は 、 ま ず 第 1 節 で 環 境 情 報 開 示 に

つ い て 、第 2 節 で は 焦 点 を 環 境 報 告 書 に 当 て 、

そ の 概 観 を お さ え て い く 。  
 
第 １ 節  環 境 情 報 開 示  
（ １ ）  環 境 情 報 開 示 と は （ 1 ）  

環 境 情 報 開 示 と は 何 か 。 そ の 領 域 を 表 す と 、

以 下 の 図 表 の よ う に 表 さ れ る 。  
 

図 表 ２ － １  環 境 情 報 デ ィ ス ロ ー ジ ャ ー の 領

域  
環境情報の種類 主要な情報媒体もしく

は制度 
主に想定される利用者 

企業・事業所情報 環境報告書 すべてのステイクホル

ダー 
製品・サービス情報 環境ラベル 顧客・消費者 
環境汚染物質情報 PRTR 地域住民・地球市民・

行政機関 
出 所 ： 國 部 〔 1 1 〕 p . 4 よ り  
 

企 業 お よ び 事 業 所 に 関 す る 環 境 情 報 と は 、

企 業 全 体 お よ び 各 事 業 所 に お け る 環 境 関 連 活

動 に 関 す る 全 般 的 な 情 報 の こ と を 指 す 。 そ の

中 心 は 、 環 境 方 針 ・ 目 的 ・ 目 標 な ど の 環 境 計

画 、 そ れ を 実 行 す る た め の 環 境 マ ネ ジ メ ン ト

シ ス テ ム 、 お よ び そ の 成 果 で あ る 環 境 パ フ ォ

ー マ ン ス 、 の ３ つ か ら 構 成 さ れ る 。 そ の 媒 体

と し て 最 も 有 効 な 形 式 は 環 境 報 告 書 で 、 環 境
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報 告 書 は 冊 子 形 式 で 作 成 さ れ る こ と を 基 本 と

す る が 、 電 子 媒 体 に よ る 開 示 も イ ン タ ー ネ ッ

ト の 普 及 に よ っ て 増 加 し て い る （ 第 4 章 図 表

４ － ７ 参 照 ）。企 業 全 体 の 環 境 報 告 書 に 比 べ て 、

企 業 所 レ ベ ル で の 環 境 報 告 書 の 作 成 開 示 は 十

分 に 普 及 し て い な い が 、 両 者 は 全 体 と 部 分 の

関 係 に あ り 、 相 互 補 完 関 係 に あ る 。 そ の 利 用

者 は 、 さ ま ざ ま な ス テ イ ク ホ ル ダ ー が 考 え ら

れ 、 従 業 員 や 経 営 者 な ど の 企 業 内 部 者 は も と

よ り 、 顧 客 や 消 費 者 、 株 主 や 投 資 者 、 行 政 機

関 、 あ る い は 地 域 住 民 か ら 一 般 市 民 ま で 幅 広

く 分 布 す る 。 同 業 他 社 、 将 来 の 就 業 者 と し て

の 学 生 、 環 境 問 題 の 専 門 家 な ど も 軽 視 で き な

い 利 用 者 で あ る 。 そ の 利 用 者 ニ ー ズ は 一 層 の

拡 大 傾 向 に あ る 。  
製 品 や サ ー ビ ス に 関 す る 環 境 情 報 の 場 合

は 、 主 に 想 定 さ れ る 利 用 者 は 顧 客 や 消 費 者 な

ど で あ り 、 開 示 手 段 と し て は 環 境 報 告 書 の よ

う な 詳 細 な 媒 体 が 常 に 有 効 で あ る わ け で は な

い 。 む し ろ 、 製 品 や サ ー ビ ス の 環 境 負 荷 等 に

関 し て 、 一 定 の 基 準 に の っ と っ た 何 ら か の 印

が つ い て い る ほ う が 好 都 合 な 場 合 が 多 い 。 そ

の よ う な 情 報 開 示 の 手 段 と し て 環 境 ラ ベ ル が

あ る 。 環 境 ラ ベ ル に 関 し て は 日 本 で も エ コ マ

ー ク な ど で 知 ら れ て い る 。（ 2 ）  
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図 表 ２ － ３  エ コ マ ー ク  

 
出 所 ： 環 境 ラ ベ ル 等 デ ー タ ベ ー ス 〔 w 3 〕 よ り  
 
な お 、 環 境 ラ ベ ル と は マ ー ク の よ う な 印 に 限

定 さ れ る も の で は な く 、 定 量 的 な デ ー タ シ ー

ト な ど も そ こ に 含 ま れ る 。  
環 境 汚 染 物 質 に 関 す る 環 境 情 報 は 、 行 政 機

関 に よ っ て 規 制 の 対 象 と さ れ 、 報 告 義 務 が 課

せ ら れ て い る 場 合 が 少 な く な い 。 し か し 、 そ

こ で 報 告 さ れ る 情 報 は 、 自 治 体 に よ っ て は 情

報 公 開 条 例 の も と で 利 用 可 能 な 場 合 が あ る も

の の 、 基 本 的 に 一 般 社 会 に 対 す る 公 開 を 意 図

し た も の で は な い 。 こ れ に 対 し て 、 事 業 所 等

が 排 出 す る 環 境 汚 染 物 質 を 行 政 に 報 告 さ せ て

登 録 簿 と し 、 こ れ を 一 般 に 公 表 す る 制 度 が 日

本 に も 導 入 さ れ よ う と し て い る 。 こ れ は

P R T R と 呼 ば れ る も の で 、1 9 9 6 年 の O E C D（ 経

済 協 力 開 発 機 構 ） の 勧 告 に 端 を 発 し て い る 。

主 に 想 定 さ れ る 利 用 者 は 、 地 域 住 民 、 行 政 機

関 が 挙 げ ら れ る 。  
 
（ ２ ）  環 境 情 報 開 示 の 目 的  
 環 境 情 報 開 示 の 領 域 が 整 理 さ れ た と こ ろ で 、

次 に そ の 目 的 に つ い て お さ え て お く 。  
環 境 情 報 開 示 の 目 的 を 論 じ る 方 法 と し て

は 、 図 表 ２ － ４ に 示 す 2 つ の ア プ ロ ー チ が あ

げ ら れ る 。 こ の ２ つ の ア プ ロ ー チ は 相 反 す る
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も の に 見 え る が 、 現 実 に は い ず れ か 一 方 の み

で は 不 十 分 で あ り 、 両 方 が 考 慮 さ れ な け れ ば

な ら な い 。（ 3 ）  
 
図 用 ２ － ４  環 境 情 報 開 示 の 目 的 を 導 く 2 つ

の ア プ ロ ー チ  
アカウンタビリティ・アプローチ 
 このアプローチでは、環境情報開示の目的は、利用者はどのような情報

を知っておくべきかという規範的解釈から導き出される。なお、このアプ

ローチでは、利害関係者は常に自らのニーズを質的に十分決定し得ない、

あるいは、ニーズを定義することが困難である、と仮定している。 
 
利用者ニーズ・アプローチ 
 このアプローチでは、アカウンタビリティ・アプローチとは反対の仮定

をおく。すなわち、潜在的利用者の情報ニーズは、報告プロセスにおける

議論の過程やさまざまなかかわりを通してあらかじめ十分識別可能であ

り、適切な会計報告を決定することができる、と仮定している。 
出 所 ： 阪 ［ 1 4 ］ p . 1 8 5 よ り  
 
１ ） 環 境 ア カ ウ ン タ ビ リ テ ィ の 履 行  
 ア カ ウ ン タ ビ リ テ ィ と は 一 般 に 説 明 責 任 と

訳 さ れ 、 環 境 ア カ ウ ン タ ビ リ テ ィ は 企 業 の 環

境 活 動 に 関 す る 説 明 責 任 を 意 味 す る 。4 環 境 に

関 し て い え ば 、 企 業 等 は そ の 活 動 を 行 う 上 で

環 境 と い う 資 源 を 利 用 し 汚 染 し て い る の で あ

る か ら 、 そ の こ と に つ い て さ ま ざ ま な 影 響 を

受 け る 利 害 関 係 者 に 報 告 し な け れ ば な ら な い

と い う も の で あ る 。 そ の 手 段 と し て 環 境 報 告

書 等 の 作 成 ・ 開 示 が 行 わ れ る 。  
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２ ） 利 用 者 ニ ー ズ へ の 対 応  
利 用 者 の ニ ー ズ に 対 応 す る た め に 環 境 情

報 を 開 示 し よ う と す る 考 え 方 で 、 こ の 考 え 方

は 、 環 境 ア カ ウ ン タ ビ リ テ ィ の 前 提 に 立 っ て

は じ め て 有 効 な も の と な る 。 環 境 ア カ ウ ン タ

ビ リ テ ィ が 規 定 す る 説 明 責 任 の 範 囲 は 広 大 で

あ る の で 、 そ の 中 で 少 し で も 効 果 的 に 情 報 を

開 示 し て い く た め に は 、 利 用 者 ニ ー ズ の 調 査

と そ れ へ の 対 応 が 必 要 と な る 。 す な わ ち 、 利

用 者 ニ ー ズ は 環 境 ア カ ウ ン タ ビ リ テ ィ を 履 行

し て い く 上 で 、 ひ と つ の 指 針 と な る 。（ 5 ）  
 

 企 業 が 環 境 経 営 を 継 続 的 に 行 っ て い く た め

に は 、 社 会 か ら の 信 頼 や 支 持 が な け れ ば 成 り

立 た な い 。 企 業 は 環 境 情 報 を し っ か り 開 示 す

る こ と で 、 彼 ら か ら の 信 頼 を 得 て 、 ま た 、 彼

ら の 求 め る 情 報 ニ ー ズ に し っ か り 応 え て い く

こ と で 、 彼 ら か ら 支 持 さ れ る で あ ろ う 。 つ ま

り 、 ア カ ウ ン タ ビ リ テ ィ を し っ か り 履 行 し 、

さ ら に 利 用 者 の ニ ー ズ に 応 え て い く こ と で 社

会 か ら の 信 頼 を 得 ら れ 、 企 業 は 継 続 的 に 環 境

経 営 を 行 な っ て い け る と 考 え る 。  
 
第 ２ 節  環 境 報 告 書  
 こ こ ま で 、 環 境 情 報 開 示 全 体 に つ い て 述 べ

て き た が 、 こ こ か ら は 環 境 報 告 書 に 焦 点 を 当

て て 論 を 進 め て い き た い 。 本 論 文 で は 、 企 業

が 環 境 経 営 を 継 続 的 に 行 っ て い く た め の 環 境

情 報 開 示 を 論 の 出 発 点 と し 、 特 定 の ス テ イ ク

ホ ル ダ ー で は な く 企 業 を 取 り 巻 く さ ま ざ ま な
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ス テ イ ク ホ ル ダ ー に 対 す る 情 報 開 示 を 前 提 と

し て い る た め で あ る 。  
 第 2 節 で は 、 ま ず 初 め に 環 境 報 告 書 の 特 性

を 述 べ た う え で 、 環 境 報 告 書 を め ぐ る 国 内 外

の 動 向 を お さ え た い と 思 う 。  
 
（ １ ）  環 境 報 告 書 と は  
 環 境 報 告 書 に つ い て は 、 第 1 節 で も 少 し 触

れ た が 、こ こ で 改 め て 定 義 す る と 、「 利 害 関 係

者 が 報 告 企 業 と 彼 ら と の 関 係 を 評 価 す る た め

に 有 用 な 、 企 業 の 環 境 影 響 及 び 環 境 活 動 の パ

フ ォ ー マ ン ス に つ い て の 情 報 を 提 供 す る 」 も

の と 定 義 で き る 。（ 6 ） 環 境 報 告 書 は 、 さ ま ざ ま

な ス テ イ ク ホ ル ダ ー を 対 象 と し て お り 、 そ の

情 報 ニ ー ズ も さ ま ざ ま で あ る 。  
 
図 ２ － ５  環境報告書の利用者と情報ニーズ 
情報利用者 環境情報のニーズ 
投資家 環境問題が直接・間接に企業の財務業績やリスク

に影響するようになる中で、環境負債、偶発債務、

支出等の情報のみならず、企業の環境・倫理的誠

実性、持続性可能性に関する判断に役立つより幅

広い情報を必要とする。 
従業員 環境意識の高まりによって、地域住民や幅広い利

害関係者から責任ある企業として見られているか

どうかにも関心を持ち、自社の環境活動や環境パ

フォーマンスを理解するための情報を要求する。 
貸付者 環境問題によって影響を受ける企業の資産、環境

マネジメントシステム、遵守記録、技術的水準、
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競争上の地位について理解しておく必要がある。 
取引先 ライフサイクルの観点からは、取引先企業がどの

ような物質・原材料を使用しているかが自社の環

境影響に関わってくる。すでに取引業者に対して

ＩＳＯ14001 等の認証取得等を要求するグリーン

調達を行う企業もある。 
政府及び監視官庁 環境支出や遵守状況の情報を収集し、持続的経済

に向けた環境政策に役立てる。 
一般大衆 企業がその地域で、環境法規制の遵守だけではな

く持続可能な経済活動をしているかや、環境パフ

ォーマンス情報に関心をもっている。 
出 所 ： 阪 「 1 4 」 p . 1 8 7 よ り  
 
 
（ ２ ） 環 境 報 告 書 の 質 的 特 徴 （ 7 ）  

図 ２ － １ に 挙 げ た よ う な 情 報 ニ ー ズ に 応

じ た 環 境 報 告 を 行 う た め に は 、 単 に 環 境 報 告

書 で 開 示 さ れ る 情 報 の 量 だ け で は な く 、 開 示

さ れ る 情 報 の 質 が 問 わ れ る こ と と な る 。  
環 境 報 告 書 が 保 つ べ き 情 報 の 特 徴 と し て

は 、適 合 性（ r e l e v a n c e ）、信 頼 性（ r e l i a b i l i t y ）、

誠 実 性 （ h o n e s t y ） 、 理 解 可 能 性

（ u n d e r s t a n d a b i l i t y ） 、 比 較 可 能 性

（ c o m p a r a b i l i t y ）の ５ つ を あ げ る こ と が で き

る 。  
１ ）  目 的 適 合 性  
 情 報 が 有 用 で あ る た め に は 、 第 一 に 、 そ の

情 報 が 情 報 利 用 者 の 意 思 決 定 ニ ー ズ と 関 連 し

て い な け れ ば な ら な い 。 環 境 報 告 に お い て 何
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が 目 的 適 合 的 で 何 が そ う で な い の か を 決 定 す

る た め に は 、 情 報 利 用 者 と 情 報 ニ ー ズ に 関 す

る 実 証 研 究 を 積 み 重 ね る こ と が 必 要 と な る 。  
２ ）  信 頼 性  
 情 報 利 用 者 が 開 示 さ れ た 情 報 に も と づ い て

意 思 決 定 を 行 う た め に は 、 そ の 情 報 が 信 頼 で

き る も の で な け れ ば な ら な い 。 情 報 が 信 頼 で

き る と い う こ と は 、 そ の 情 報 に バ イ ア ス が な

い と い う こ と で あ る 。 信 頼 性 を 担 保 す る 1 つ

の 方 法 は 、 環 境 報 告 書 に 外 部 監 査 を 導 入 す る

こ と で あ る が 、 そ れ が 十 分 に 実 施 で き な い 場

合 は 、 情 報 の 根 拠 と な る デ ー タ や 計 算 方 法 を

あ わ せ て 説 明 す る こ と が 求 め ら れ る 場 合 も あ

ろ う 。  
３ ） 誠 実 性  
信 頼 性 は 、 開 示 さ れ た 情 報 の 質 を 問 題 に す る

が 、 環 境 報 告 書 の よ う に 一 般 も と め ら れ た 開

示 基 準 が 存 在 し て い な い 場 合 に は 、 開 示 の 範

囲 も 重 要 な 問 題 と な る 。 す な わ ち 、 環 境 報 告

書 に 記 載 さ れ て い る 情 報 の 選 別 が 、 読 者 の 視

点 に 立 っ て 誠 実 に 行 わ れ て い る か が 問 題 と な

る 。 環 境 報 告 書 の 誠 実 性 の ひ と つ の 基 準 と し

て 、 企 業 に と っ て 都 合 の 悪 い 情 報 が 開 示 さ れ

て い る か 否 か が 挙 げ ら れ る 。  
４ ）  理 解 可 能 性  
 理 解 可 能 性 は 、 す べ て の 報 告 に 不 可 欠 な 要

素 で あ る 。 理 解 可 能 性 は 、 情 報 利 用 者 の 能 力

の 水 準 に よ っ て 異 な る が 、 環 境 報 告 に お い て

は 、 幅 広 い 利 用 者 を 考 慮 し な け れ ば な ら ず 利

用 者 の 環 境 教 育 や 経 験 の 水 準 を 判 断 す る こ と
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は 難 し い 。 そ の た め 、 技 術 的 ・ 科 学 的 用 語 は

注 意 深 く 使 用 し 、 解 説 を 加 え る べ き で あ る 。  
５ ）  比 較 可 能 性  
 環 境 情 報 の 利 用 者 は 、 重 要 な 傾 向 を 識 別 す

る た め に 、 環 境 パ フ ォ ー マ ン ス の 結 果 を 時 系

列 的 に 比 較 で き る こ と や 、 少 な く と も 同 業 種

の 企 業 間 比 較 が で き る こ と を 望 ん で い る で あ

ろ う 。 そ の た め 、 一 貫 し た 環 境 情 報 の 選 定 や

測 定 ・ 開 示 方 法 の 採 用 が 不 可 欠 で あ る 。 同 業

種 の 企 業 間 比 較 を す る 場 合 で あ っ て も 、工 程 、

製 造 、 立 地 に お け る 一 見 些 細 な 差 異 が 環 境 へ

重 要 な 影 響 を 与 え る こ と が あ る た め 、 注 意 が

必 要 で あ る 。 ま た 、 財 務 報 告 に お い て は 、 比

較 可 能 か つ 首 尾 一 貫 し た 報 告 の た め に 、 対 応

す る 過 去 の 期 間 の 情 報 が 提 供 さ れ て お り 、 環

境 報 告 に お い て も 同 様 の 配 慮 が 求 め ら れ る 。  
 
（ ３ ）  環 境 報 告 書 を め ぐ る 国 内 外 の 動 向  

環 境 報 告 書 を 作 成 す る 実 務 は 1 9 9 0 年 代 に

入 っ て か ら 、 世 界 的 レ ベ ル で 急 速 に 発 展 し つ

つ あ る （ 日 本 に お け る 状 況 は 、 第 4 章 図 ４ －

１ 参 照 ）。先 進 諸 国 に 本 社 を お く 大 企 業 に と っ

て は 、 年 次 報 告 書 に お い て 環 境 情 報 に 言 及 す

る の み な ら ず 、 独 立 の 環 境 報 告 書 を 作 成 し 、

毎 年 発 行 す る 実 務 が か な り 普 及 し つ つ あ る 。

ま た 、 環 境 報 告 書 の 質 的 充 実 に も 顕 著 な も の

が あ る 。  
こ の よ う な 動 向 の 背 後 に は 、 も ち ろ ん 第 1

章 ３ 節 で も 述 べ た よ う な 啓 発 さ れ た ス テ イ ク

ホ ル ダ ー の 目 が あ る こ と は 確 か だ が 、 そ れ と
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同 時 に 、 環 境 報 告 書 を め ぐ る 各 種 の 自 主 的 な

ガ イ ド ラ イ ン も し く は 法 規 制 の 進 展 や 、 環 境

報 告 書 表 彰 制 度 の 世 界 各 地 で の 発 展 な ど 特 筆

す べ き 動 向 が 存 在 し て い る 。 環 境 報 告 書 を 作

成 す る 企 業 が 年 々 増 加 し て い る が 、 自 由 な 報

告 書 の 作 成 は 情 報 利 用 者 が 未 成 熟 な 場 合 に は 、

企 業 に と っ て 報 告 す べ き 項 目 の 選 択 や 情 報 の

質 の 担 保 の 方 法 に か な り の 自 由 裁 量 が 許 さ れ

る こ と に な る 。 そ こ に は 恣 意 性 が 介 在 す る 余

地 が か な り 大 き く な る た め 、 何 ら か の 標 準 形

式 へ の 収 斂 が 要 請 さ れ て き た の で あ る 。  
（ ３ ） で は 、 こ れ ら 法 規 制 ・ ガ イ ド ラ イ ン

の 進 展 、 環 境 報 告 書 表 彰 制 度 な ど の 動 向 を お

さ え て い く 。  
 

１ ） 環 境 報 告 書 を め ぐ る 法 規 制 （ 8 ）  
 世 界 に 先 駆 け て 環 境 報 告 書 の 作 製 ・ 公 表 を

義 務 付 け る 法 規 制 を 導 入 し た 国 は デ ン マ ー ク

で あ る 。 環 境 保 護 法 の 下 に 1 9 9 5 年 1 2 月 に 法

制 が 発 効 さ れ 、1 9 9 6 年 よ り 1 , 0 0 0 社 以 上 が 作

成 し た 「 グ リ ー ン 説 明 書 」 が 商 業 ・ 企 業 省 に

提 出 さ れ 、 監 督 官 庁 の チ ェ ッ ク の 上 、 公 表 さ

れ て い る 。「 グ リ ー ン 説 明 書 」に 含 め る べ き 情

報 は 、 導 入 的 要 素 （ 会 社 名 ・ 所 在 地 、 環 境 面

の 監 督 官 庁 名 。 業 種 ・ 主 な 業 務 活 動 、 許 認 可

事 項 の 情 報 、 資 源 ・ 環 境 面 に 関 す る 定 性 的 情

報 ）、経 営 者 に よ る ス テ ー ト メ ン ト（ 前 年 度 比

較 の 差 異 説 明 、 内 部 ・ 外 部 監 査 の 情 報 な ど ）、

デ ー タ の 提 示 （ エ ネ ル ギ ー ・ 水 ・ 原 材 料 の 主

要 な 消 費 、 汚 染 物 質 量 ） の 3 種 類 で あ る 。 法
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規 制 と い っ て も 標 準 様 式 が 定 め ら れ て い る わ

け で は な く 、 自 由 裁 量 の 余 地 を 残 し た 形 に な

っ て い る 。 た だ し 、 強 制 的 な 環 境 報 告 書 の 制

度 化 に つ い て は 、 賛 否 両 論 が あ る 。  
 ほ か に 有 名 な も の と し て 、 ア メ リ カ で の 有

害 物 質 排 出 調 査 記 録 （ T R I ） が あ げ ら れ る 。

T R I は 、 3 0 0 種 類 以 上 の 化 学 物 質 に つ い て 、

そ れ ら を 製 造 ・ 加 工 ・ 利 用 し て い る 施 設 に 対

し て 、 書 く 指 定 物 質 ご と に 環 境 保 護 庁 （ E P A ）

へ 標 準 様 式 で 報 告 す る こ と を 義 務 付 け て い る 。 
 前 述 し た Ｅ Ｍ Ａ Ｓ は 、 法 規 制 の よ う な 強 制

力 を 持 た な い ま で も 、 取 引 先 か ら の 要 請 等 に

よ り 事 実 上 強 制 さ れ る 企 業 も あ り 、 影 響 力 が

大 き い 。 Ｅ Ｕ の Ｅ Ｍ Ａ Ｓ に 参 加 ・ 登 録 す る 事

業 所 に は 、 環 境 報 告 書 の 作 製 ・ 公 表 が 求 め ら

れ る 。 Ｅ Ｍ Ａ Ｓ は 、 Ｅ Ｕ 域 内 の 事 業 所 の み を

対 象 と し て い る が 、 全 世 界 で 導 入 可 能 な 環 境

マ ネ ジ メ ン ト の 規 格 と し て Ｉ Ｓ Ｏ 1 4 0 0 1 が あ

る 。 Ｉ Ｓ Ｏ 1 4 0 0 1 は 1 9 9 6 年 に 国 際 規 格 と し

て 発 行 さ れ た 。 Ｉ Ｓ Ｏ 1 4 0 0 1 で デ ィ ス ク ロ ー

ジ ャ ー が 要 求 さ れ る の は 環 境 方 針 の み で あ り 、

環 境 パ フ ォ ー マ ン ス に 関 す る 報 告 書 の 公 表 は

要 求 事 項 に な っ て い な い 。  
 一 方 、 日 本 で は 、 2 0 0 4 年 6 月 に 「 環 境 情 報

の 提 供 の 促 進 等 に よ る 特 定 事 業 者 等 の 環 境 に

配 慮 し た 事 業 活 動 の 促 進 に 関 す る 法 律（ 以 下 、

「 環 境 情 報 促 進 法 」 と す る ）（ 2 0 0 5 年 4 月 施

行 ） が 公 布 さ れ て い る 。 こ の 法 律 で は 、「 事 業

活 動 に 関 わ る 環 境 配 慮 等 の 状 況 に 関 す る 情 報

の 提 供 及 び 利 用 等 に 関 し 、 国 等 の 責 務 を 明 ら
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か に し 、 特 定 事 業 者 に よ る 環 境 レ ポ ー ト の 作

成 及 び 公 表 に 関 す る 措 置 等 を 講 ず る こ と に よ

り 、 事 業 活 動 に 関 わ る 環 境 の 保 全 に つ い て の

配 慮 が 適 切 に な さ れ る こ と 」 を 目 的 と し て い

る （ 法 第 1 条 ）。  
 
２ ） ガ イ ド ラ イ ン  

環 境 報 告 書 の 質 を 担 保 す る た め に 、 報 告 書

を 作 成 す る 基 準 と し て は 、 今 述 べ た よ う な 法

規 制 が 典 型 で あ る が 、 環 境 報 告 書 の 世 界 に お

い て は 自 主 的 に そ の よ う な 基 準 を 構 築 し よ う

と す る 動 向 が あ る 。  
そ の よ う な 動 向 の 代 表 的 な も の と し て 、 ア

メ リ カ を 中 心 と す る C E R E S と ア メ リ カ お よ

び ヨ ー ロ ッ パ を 中 心 と す る P E R I が あ げ ら れ

る 。 以 下 で は そ の 代 表 的 な ２ つ を お さ え た 後

で 、さ ら に 最 近 の 動 向 と し て G R I に つ い て も

述 べ て い く 。（ 9 ） ま た 、 最 後 に 日 本 の 環 境 省 ガ

イ ド ラ イ ン に つ い て も お さ え る 。 そ の 他 、 環

境 報 告 の 諸 ガ イ ド ラ イ ン や 発 行 団 体 に つ い て

は 、 資 料 Ⅰ ， Ⅱ を 参 照 い た だ き た い 。  
 

① C E R E S  
1 9 8 9 年 、 エ ク ソ ン 社 の タ ン カ ー ・ バ ル デ ィ

ー ズ 号 の ア ラ ス カ 沖 で の 座 礁 事 故 を き っ か け

に し て 、 ソ ー シ ャ ル ・ イ ン ベ ス タ ー 、 銀 行 、

宗 教 組 織 、 ア ナ リ ス ト な ど に よ っ て C E R E S
が 結 成 さ れ た 。 C E R E S は 、 環 境 保 全 の た め の

C E R E S 原 則 （ 究 明 ： バ ル デ ィ ー ズ 原 則 ） を 制

定 し 、 そ の 一 環 と し て 環 境 報 告 書 の 作 成 指 針
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を 公 表 し て い る 。  
 
〔 C E R E S 原 則 〕  
１ ．  生 物 圏 の 保 護  
２ ．  自 然 資 源 の 持 続 可 能 な 使 用  
３ ．  廃 棄 物 削 減 と 処 分  
４ ．  エ ネ ル ギ ー 節 減  
５ ．  リ ス ク の 低 減  
６ ．  安 全 な 製 品 と サ ー ビ ス  
７ ．  観 光 の 復 元  
８ ．  一 般 へ の 情 報 提 供  
９ ．  経 営 陣 の 参 加  
１ ０ ． 監 査 と 報 告 書  
 
 環 境 報 告 書 と 関 連 す る 原 則 は 1 0 番 目 の も

の で あ り 、 そ こ で C E R E S リ ポ ー ト な る も の

に 言 及 さ れ 、 こ れ が C E R E S が 開 発 し た フ ォ

ー マ ッ ト に 則 し た 環 境 報 告 書 の 名 称 で あ る 。

し た が っ て 、 C E R E S 原 則 の 署 名 企 業 は 毎 年

C E R E S レ ポ ー ト の 作 成 が 求 め ら れ る こ と に

な っ た 。 C E R E S リ ポ ー ト は 、 世 界 的 に 見 て 、

包 括 的 な 環 境 報 告 書 の フ ォ ー マ ッ ト の 作 成 を

目 指 し た 最 初 の 試 み で あ っ た 。 そ し て 、

C E R E S 署 名 企 業 は こ の フ ォ ー マ ッ ト に 従 っ

た 環 境 報 告 書 を 作 成 し な け れ ば な ら な い の で

あ る か ら 、 こ れ は 署 名 企 業 に と っ て は 自 主 基

準 と な る 。  
 
② P E R I  
 1 9 9 2 年 か ら 1 9 9 3 年 に か け て 、 北 ア メ リ カ
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お よ び ヨ ー ロ ッ パ の 1 0 社 の 発 起 人 企 業 に よ

っ て P E R I が 設 立 さ れ た 。 1 9 9 3 年 に 環 境 報 告

書 の ガ イ ド ラ イ ン を 発 表 し 、 翌 年 に 改 訂 版 を

公 表 し て い る 。 P E R I は C E R E S の よ う に 明 確

な 組 織 体 で は な く 、 発 起 人 企 業 の 緩 や か な 協

力 ネ ッ ト ワ ー ク と い う 性 格 が 強 く 、 P E R I の

ガ イ ド ラ イ ン は ど の 企 業 で も 加 盟 金 を 支 払 わ

ず に 利 用 す る こ と が で き る 。 C E R E S は 、 原 則

へ の 署 名 を 求 め 、 約 束 を 履 行 し な い 企 業 は 除

名 す る 厳 格 な 自 主 基 準 で あ る が 、 そ れ に 対 し

て P E R I は よ り 弾 力 的 で あ る 。P E R I の 環 境 報

告 書 ガ イ ド ラ イ ン の 主 要 項 目 は 次 の と お り で

あ る 。  
 
［ P E R I の 環 境 報 告 書 ガ イ ド ラ イ ン ］  
１ ．  組 織 の 概 要  
２ ．  環 境 方 針  
３ ．  環 境 マ ネ ジ メ ン ト  
４ ．  環 境 へ の 放 出  
５ ．  資 源 の 保 護  
６ ．  環 境 リ ス ク マ ネ ジ メ ン ト  
７ ．  環 境 法 規 遵 守  
８ ．  製 品 責 任  
９ ．  従 業 員 の 認 識  
１ ０ ． ス テ イ ク ホ ル ダ ー の 参 画  
 
主 要 項 目 を 見 る 限 り 、 P E R I の ガ イ ド ラ イ ン

は C E R E S の ガ イ ド ラ イ ン と 似 通 っ て い る が 、

C E R E S の よ う に 環 境 報 告 書 に 含 む べ き 内 容

を 詳 細 に 規 定 し た も の で は な く 、 環 境 報 告 書
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に 含 ま れ る べ き 内 容 を 考 え る 指 針 を 示 し た と

こ ろ に 特 徴 が あ る 。 企 業 に 対 す る 影 響 力 も 、

C E R E S は ソ ー シ ャ ル ・ イ ン ベ ス タ ー ら の 圧 力

に よ っ て そ の 署 名 を 求 め ら れ る こ と が 多 い の

に 対 し て 、 P E R I は 企 業 の 環 境 報 告 書 作 成 者

が 自 主 的 に 参 照 し う る 基 準 と し て の 性 格 が 強

い 。 ガ イ ド ラ イ ン の 性 格 も 、 C E R E S が 詳 細 規

定 型 で あ る の に 対 し て 、 P E R I は 弾 力 型 で あ

る 。  
 
③ G R I  
 さ ら に 最 近 の 最 も 重 要 な 動 向 と し て は 、 民

間 ベ ー ス で 環 境 報 告 書 の 国 際 的 な ガ イ ド ラ

イ ン の 設 定 を 目 指 す グ ロ ー バ ル リ ポ ー テ ィ

ン グ ・ イ ニ シ ャ テ ィ ブ（ G R I ）の 活 動 が あ る 。

G R I は 当 初 C E R E S を 事 務 局 と し て 設 立 さ れ 、

2 0 0 0 年 6 月 に ガ イ ド ラ イ ン を 公 表 。 G R I は 、

環 境 の み な ら ず 社 会 と 経 済 の 側 面 を 含 ん だ

サ ス テ ィ ナ ビ リ テ ィ 報 告 書 を 指 向 し て い る

こ と が 重 要 な 特 徴 で あ る 。  
 

以 上 よ り 、 内 容 と し て は 、 開 示 さ れ る 情 報

の 質 的 向 上 と 、 比 較 可 能 性 の 確 保 へ の 要 請 が

み ら れ る 。 ま た 、 も と も と 地 域 性 の 強 か っ た

環 境 報 告 書 の ガ イ ド ラ イ ン が 、 徐 々 に 世 界 標

準 へ の 方 向 性 を 追 求 す る 傾 向 に あ る こ と が 分

か る 。 さ ら に 、 環 境 報 告 書 に 社 会 性 を 盛 り 込

み 、 よ り 広 範 な 活 動 分 野 を 公 表 す る C S R 報 告

書 を 作 成 す る 動 き が 広 ま っ て い る と い え る 。  
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④ 環 境 省 ガ イ ド ラ イ ン  
日 本 に お い て も 、 以 上 の よ う に 国 際 的 に 環

境 報 告 書 に 関 し て 様 々 な ガ イ ド ラ イ ン 等 が 作

成 さ れ て い る 状 況 を 受 け 、 環 境 省 が ガ イ ド ラ

イ ン を 作 成 し て い る 。 環 境 省 は 、 そ の 目 的 を

「 よ り 質 の 高 い 環 境 報 告 書 の 作 成 を 促 す と と

も に 、 国 際 的 な ガ イ ド ラ イ ン も 十 分 に 参 考 に

し つ つ 、 我 が 国 の 状 況 に 適 合 し た わ か り や す

い 環 境 報 告 書 の ガ イ ド ラ イ ン を 策 定 す る 」 と

し て い る 。（ 1 0 ） 環 境 省 の 環 境 報 告 書 ガ イ ド ラ

イ ン の 記 載 項 目 に つ い て は 、 資 料 Ⅲ を 参 照 い

た だ き た い 。  
 
３ ） 環 境 報 告 書 表 彰 制 度  

環 境 報 告 書 の ガ イ ド ラ イ ン は 、 参 考 型 の も

の か ら 法 規 制 型 ま で さ ま ざ ま で あ る が 、 こ れ

ら か あ く ま で も 環 境 報 告 書 に 含 ま れ る べ き 内

容 に 関 す る ガ イ ド ラ イ ン で あ り 、 そ の 開 示 の

質 ま で は 対 象 外 で あ る 。 さ ら に 、 一 部 の 国 の

法 規 制 を 除 い て 、 ど の よ う な 環 境 報 告 書 の ガ

イ ド ラ イ ン を 採 用 す る か 、 あ る い は 採 用 し な

い か は 、 各 企 業 の 判 断 に 任 さ れ て お り 、 仮 に

何 ら か の ガ イ ド ラ イ ン を 採 用 し た と し て も 、

各 企 業 が 主 体 的 に 創 意 工 夫 す べ き 余 地 は か な

り 大 き い 。 こ の よ う な 状 況 の も と で 、 環 境 報

告 書 の 質 の 向 上 に 貢 献 し て い る 重 要 な 実 践 と

し て 、 環 境 報 告 書 表 彰 制 度 が あ り 、 世 界 各 地

で こ の よ う な 制 度 が 生 ま れ 、 環 境 報 告 書 の 実

践 に 少 な か ら ぬ 影 響 を 与 え て い る 。（ 1 1 ）  
 環 境 報 告 書 表 彰 制 度 は 公 認 会 計 士 団 体 や 、
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環 境 に 関 心 を 持 つ 経 済 団 体 な ど が 中 心 と な っ

て 、 世 界 各 国 で 誕 生 し て い る 。 1 9 9 6 年 度 か ら

は 、 イ ギ リ ス 、 デ ン マ ー ク 、 オ ラ ン ダ の 会 計

士 団 体 が 協 力 し て 、 環 境 報 告 書 の ヨ ー ロ ッ パ

賞 と い う 国 際 的 な 表 彰 制 度 も 創 設 さ れ て い る 。 
日 本 で も 1 9 9 7 年 よ り 環 境 ア ク シ ョ ン プ ラ ン

大 賞 が 全 国 環 境 保 全 推 進 連 合 会 の 主 催 で 、 環

境 庁 な ど の 後 援 の も と で 設 立 さ れ て い る 。 環

境 ア ク シ ョ ン プ ラ ン 大 賞 は 、2 0 0 0 年 か ら 環 境

レ ポ ー ト 大 賞 と 名 称 が 変 更 さ れ た 。 ま た 、 民

間 ベ ー ス の 表 彰 制 度 と し て は 、 東 洋 経 済 新 報

社 と グ リ ー ン リ ポ ー テ ィ ン グ ・ フ ォ ー ラ ム の

環 境 報 告 書 表 彰 制 度 が あ り 、1 9 9 8 年 4 月 に 第

１ 回 大 賞 の 受 賞 企 業 が 発 表 さ れ た 。  
環 境 報 告 書 制 度 は 一 般 に コ ン テ ス ト 形 式

で 実 施 さ れ 、 応 募 企 業 の 環 境 報 告 書 を あ る 一

定 の 基 準 か ら 審 査 し 、 受 賞 企 業 を 決 定 す る シ

ス テ ム を と っ て い る 。 こ れ は 賞 の 存 在 自 体 が

環 境 報 告 書 の 作 成 実 務 を 促 進 す る と 同 時 に 、

そ こ で 示 さ れ る 審 査 基 準 と 講 評 で 示 さ れ る 見

解 が 、 環 境 報 告 書 の 読 者 の 見 方 を 代 表 す る 指

針 と し て 機 能 し 、 優 秀 賞 を 与 え ら れ た 報 告 書

が 他 の 企 業 に と っ て の ベ ン チ マ ー ク と な る 。

（ 1 2 ）  
環 境 報 告 書 表 彰 制 度 は 、 環 境 報 告 書 に 対 す

る 分 析 枠 組 み を 基 準 と し て 講 評 す る こ と に よ

っ て そ の 環 境 報 告 書 の 内 容 を 規 定 し 、 さ ら に

講 評 に お い て そ の 質 的 側 面 を 分 析 す る と 同 時

に 問 題 点 を 明 示 す る こ と に よ っ て 、 環 境 報 告

書 の 将 来 の 発 展 方 向 を 示 す こ と が で き る 。 そ
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れ に 企 業 が 応 じ る と す れ ば 、 環 境 報 告 書 の 進

歩 に と っ て 、大 変 有 効 に 機 能 す る こ と に な る 。 
環 境 報 告 書 表 彰 制 度 は 、 環 境 報 告 書 の ガ イ

ド ラ イ ン が ど う し て も 静 的 な 限 界 を 持 つ の に

対 し て 、 よ り 動 的 に 環 境 報 告 書 の 解 釈 や ベ ン

チ マ ー ク 、 そ し て 将 来 の 方 向 性 を 示 す 活 動 と

し て 理 解 す る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 う

ま く 機 能 す れ ば 、 そ れ は 環 境 ア カ ウ ン タ ビ リ

テ ィ の 社 会 的 構 築 プ ロ セ ス の 中 で 重 要 な 位 置

を 占 め る こ と に な ろ う 。（ 1 3 ）

                                                   
（ 1 ） 國 部 「 1 1 」 p p . 2 ~ 4 。  
（ 2 ）  I S O（ 国 際 標 準 化 機 構 ） で は 現 在 規 格 化

が 進 行 中 で あ る 。  
（ 3 ）  阪 「 1 4 」 1 8 5 ペ ー ジ 。  
（ 4 ） 國 部 「 1 1 」 ５ ペ ー ジ 。  
（ 5 ） 國 部 「 1 1 」 ６ ペ ー ジ 。  
（ 6 ） 阪 「 1 4 」 1 8 8 ペ ー ジ 。  
（ 7 ） 環 境 報 告 書 の 質 的 特 徴 に つ い て は 、 國 部

「 1 0 」 p p . 1 3 9 ~ 1 4 1 、 阪 「 1 4 」 p p . 1 9 2 ~ 1 9 7 を

参 照 し た 。  
（ 8 ）  法 規 制 に 関 し て は 、國 部［ 1 0 ］p p . 1 4 9 ~ 1 5 3 、

國 部 ［ 1 1 ］ p p . 1 3 ~ 1 6 、 勝 田 「 9 」 1 2 8 ペ ー ジ

を 参 照 し た 。  
（ 9 ） 國 部 「 1 0 」 p p . 1 4 2 ～ 1 5 3 、「 1 1 」 p p . 1 6 ~ 2 0  
（ 1 0 ）  環 境 報 告 書 ガ イ ド ラ イ ン（ 2 0 0 3 年 度 版 ） 
h t t p : / / w w w . e n v . g o . j p / p o l i c y / r e p o r t / h 1 5 - 0 5 /
0 0 . p d f  
（ 1 1 ） 國 部 「 1 0 」 p p . 1 5 3 ~ 1 5 4 。  
（ 1 2 ） 國 部 「 1 0 」 p p . 1 5 4 ~ 1 5 5 。  
（ 1 3 ） 國 部 「 1 0 」 1 5 8 ペ ー ジ 。  
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第 ３ 章  コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 観 点 か ら 考

え る 企 業 の 環 境 報 告 書  
 

第 ２ 章 で は 環 境 情 報 開 示 、 な か で も 環 境 報

告 書 に 関 す る 議 論 を み て き た 。 そ れ で は 、 本

論 文 の 焦 点 で あ る 、 企 業 が 社 会 と よ り よ い 関

係 を 構 築 し て い く た め に は 、 ど の よ う な 環 境

情 報 開 示 が 求 め ら れ る の か 。 そ れ を 考 察 す る

に 当 た り 、 ま ず は 第 ３ 章 で 、 企 業 と ス テ イ ク

ホ ル ダ ー が よ り よ い 関 係 を 構 築 し て い く た め

の 、 関 係 構 築 の 方 法 に つ い て 考 察 し て い き た

い 。  
 
第 １ 節  企 業 と ス テ イ ク ホ ル ダ ー の 関 係  

ま ず 、 第 １ 章 で も 述 べ た よ う に 、 企 業 は さ

ま ざ ま な ス テ イ ク ホ ル ダ ー と の 相 互 関 係 の 中

で 存 在 し て い る 。 企 業 の 活 動 は ス テ イ ク ホ ル

ダ ー と の 関 係 抜 き に は あ り え な い 。 ス テ イ ク

ホ ル ダ ー は 企 業 活 動 に 影 響 を 受 け る 存 在 で あ

る と 同 時 に 、影 響 を 与 え る 存 在 で も あ る の だ 。

し た が っ て 、 企 業 は 経 営 活 動 を 継 続 的 に 行 っ

て い く た め 、 ス テ イ ク ホ ル ダ ー と の 関 係 を 見

直 し 、 よ り よ い 関 係 を 築 い て い く こ と が 重 要

な 課 題 と な っ て く る 。 そ の た め 、 企 業 は さ ま

ざ ま な リ レ ー シ ョ ン ズ 活 動 を 行 っ て い る 。  
 

（ １ ）  ス テ イ ク ホ ル ダ ー ・ リ レ ー シ ョ ン ズ

（ １ ）  
 ス テ イ ク ホ ル ダ ー ・ リ レ ー シ ョ ン ズ の 活 動

は 、 ス テ イ ク ホ ル ダ ー ・ ラ ン ド ス ケ ー プ に 描
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か れ た ス テ イ ク ホ ル ダ ー と の 関 係 の こ と を 指

す 。ス テ イ ク ホ ル ダ ー・ラ ン ド ス ケ ー プ と は 、

企 業 の 重 要 な ス テ イ ク ホ ル ダ ー の 特 徴 や 企 業

と の 関 係 性 を 捉 え た 構 図 の こ と で あ る 。  
 
図 ３ － １  企 業 活 動 と ス テ イ ク ホ ル ダ ー  

経営活動（企画・製造・販売のプロセス）

株主／投資家 サプライヤー 従業員／労組 顧客 ＮＰＯ／ＮＧＯ

政治／行政 環境（地域／地球） 地域社会

ＳＲＩ 調達基準 ＵＮ，ＩＬＯ，ＯＥＣＤ等の行動規範 倫理規範、認証、ラベリング等

環境法

ＵＮ，ＮＧＯ等の行動規範

下請法
労基法、
国際労働基準

ＰＬ法、
消費者保護法

商法

出 所 ： 谷 本 〔 2 3 〕 p . 1 6 1 よ り  
 
ス テ イ ク ホ ル ダ ー ・ リ レ ー シ ョ ン ズ に は 以 下

の よ う な 活 動 が あ る 。  
 
 
 
 
 



 41 

図 表 ３ － ２  各 リ レ ー シ ョ ン ズ 活 動  

企業

株主
投資家

顧客

取引先
下請

メディア

従業員
労組

一般社会

地域
コミュニティ

インダストリアル・
リレーションズ

パブリック・
リレーションズ

コミュニティ・
リレーションズ

インベスター・
リレーションズ

カスタマー・
リレーションズ

サプライヤー・
リレーションズ

メディア・
リレーションズ

出 所 ： 谷 本 ［ 2 3 ］ p . 1 6 8 よ り  
 
 こ こ で 、 代 表 的 な リ レ ー シ ョ ン ズ 活 動 に つ

い て 簡 単 に 触 れ て お こ う 。  
① イ ン ダ ス ト リ ア ル ・ リ レ ー シ ョ ン ズ  

職 場 で 働 く 従 業 員 な ど と の 、 企 業 ・ 組 織 内

で の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン が 中 心 で 、 組 織 体 と

そ の 構 成 員 と の 相 互 信 頼 を 構 築 す る こ と を 目

的 と し 、 双 方 向 性 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン が 求 め

ら れ る 。（ ２ ）  
② イ ン ベ ス タ ー ・ リ レ ー シ ョ ン ズ  

イ ン ベ ス タ ー （ I n v e s t o r ） と は 投 資 家 の 意
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味 で 、 投 資 家 が 企 業 へ の 投 資 を 行 う 際 、 過 去

や 現 在 の 業 績 は も ち ろ ん 重 要 で は あ る が 、 判

断 基 準 と し て 最 も 重 要 な こ と は 将 来 の 成 長 性

で あ る 。 イ ン ベ ス タ ー ・ リ レ ー シ ョ ン ズ は 、

こ の 投 資 家 に 有 効 な 判 断 基 準 を 提 供 し て い く

広 報 活 動 と い え る 。（ ３ ）  
③  パ ブ リ ッ ク ・ リ レ ー シ ョ ン ズ  

パ ブ リ ッ ク と は 「 一 般 大 衆 」、「 一 般 社 会 」

を 指 し 、 そ の 良 好 な 関 係 作 り を 目 指 す 。  
④ コ ミ ュ ニ テ ィ ・ リ レ ー シ ョ ン ズ  

単 に 業 績 だ け で な く 企 業 市 民 と し て 地 域

社 会 や 広 く 一 般 社 会 と の 良 好 な 関 係 づ く り を

目 指 す 活 動 で あ る 。（ ４ ）  
⑤ メ デ ィ ア ・ リ レ ー シ ョ ン ズ  

さ ま ざ ま な リ レ ー シ ョ ン ズ の タ ー ゲ ッ ト

に 対 し て ア ク セ ス す る コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン チ

ャ ネ ル と し て の 機 能 を 持 つ 一 方 で 、 メ デ ィ ア

と の 良 好 な 関 係 性 を 構 築 す る リ レ ー シ ョ ン ズ

活 動 で あ る 。（ ５ ）  
 
 ス テ イ ク ホ ル ダ ー と の リ レ ー シ ョ ン ズ 活 動

を 調 整 す る 作 業 を 進 め て い く た め に は 、 ス テ

イ ク ホ ル ダ ー か ら 今 何 が 期 待 さ れ 、 求 め ら れ

て い る の か 、 ス テ イ ク ホ ル ダ ー ご と の 課 題 は

何 か 、 と い う こ と を 明 確 に し て い く 必 要 が あ

る 。 ス テ イ ク ホ ル ダ ー と の 双 方 向 コ ミ ュ ニ ケ

ー シ ョ ン 関 係 を つ く っ て い く こ と が 重 要 と な

っ て く る 。 ス テ イ ク ホ ル ダ ー と の 対 話 （ ダ イ

ア ロ ー グ ） と い う レ ベ ル か ら も う １ つ 歩 を 進

め て 、 互 い に 積 極 的 に 関 与 し あ う と い う 意 味
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で 、「 ス テ イ ク ホ ル ダ ー ・ エ ン ゲ ー ジ メ ン ト 」

と 呼 ば れ る 活 動 が 注 目 を 集 め る よ う に な っ て

い る 。  
 
（ ２ ）  ス テ イ ク ホ ル ダ ー ・ エ ン ゲ ー ジ メ ン

ト （ ６ ）  
 ス テ イ ク ホ ル ダ ー・エ ン ゲ ー ジ メ ン ト と は 、

「 企 業 が ス テ イ ク ホ ル ダ ー と 建 設 的 な 対 話 を

行 い 、 そ こ で の 議 論 や 提 案 を 受 け て 、 経 営 活

動 に 反 映 さ せ て い く こ と 」 を 指 す 。（ ７ ）  
イ ギ リ ス の シ ン ク タ ン ク で あ る

A c c o u n t A b i l i t y （ Ｎ Ｐ Ｏ ） は 、 ス テ イ ク ホ ル

ダ ー ・ エ ン ゲ ー ジ メ ン ト の ガ イ ド ラ イ ン を 発

表 し て い る 。 そ こ で は 、 ス テ イ ク ホ ル ダ ー ・

エ ン ゲ ー ジ メ ン ト を 戦 略 的 に 行 い 、 ス テ イ ク

ホ ル ダ ー の 声 を 聞 き 、ニ ー ズ や 期 待 を 見 つ け 、

よ り よ い 経 営 に 反 映 で き る よ う 積 極 的 に 対 応

し て い く こ と が 期 待 さ れ る 、と 指 摘 し て い る 。 
今 後 、 社 会 か ら 信 頼 さ れ る 企 業 に な っ て い

く た め に は 、 ス テ イ ク ホ ル ダ ー の 声 を 聞 き ア

カ ウ ン タ ビ リ テ ィ を 果 た し て い く こ と が 重 要

な ポ イ ン ト と な る 。 そ の 意 味 で

A c c o u n t A b i l i t y の ガ イ ド ラ イ ン を 参 考 に し

な が ら 、 経 営 活 動 の プ ロ セ ス に 沿 っ て キ ー と

な る ス テ イ ク ホ ル ダ ー を 特 定 し 、 コ ミ ュ ニ ケ

ー シ ョ ン 関 係 を き ち ん と 築 い て い く こ と が 重

要 と な っ て く る 。  
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図 ３ － ３  ス テ イ ク ホ ル ダ ー ・ エ ン ゲ ー ジ メ

ン ト の 説 明 図  

 
出 所 ： 谷 本 〔 2 3 〕 p . 1 7 よ り 作 成  
 
 

ス テ イ ク ホ ル ダ ー ・ エ ン ゲ ー ジ メ ン ト を 行

う こ と の メ リ ッ ト と し て は 、 以 下 の よ う な こ

と が あ げ ら れ て い る 。  
① ス テ イ ク ホ ル ダ ー の ニ ー ズ や 期 待 を 知 る こ

と が で き る  
② ス テ イ ク ホ ル ダ ー と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

を 深 め 、 よ り よ い 社 会 経 済 シ ス テ ム の 構 築 の

た め 協 力 し 合 う 契 機 と な る 。  
③ そ こ で の 提 案 を 経 営 活 動 に 組 み 込 み 、 パ フ

ォ ー マ ン ス を 向 上 さ せ る 。  
④ 企 業 に と っ て 市 場 社 会 か ら 支 持 を 得 る 。  
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第 ２ 節  分 析 視 点  
 
第 1 節 か ら 、 企 業 が ス テ イ ク ホ ル ダ ー と よ

い 関 係 を 築 い て い く た め 、 ス テ イ ク ホ ル ダ

ー ・ リ レ ー シ ョ ン ズ か ら ス テ イ ク ホ ル ダ ー ・

エ ン ゲ ー ジ メ ン ト の 流 れ が あ る こ と 、 そ し て

ス テ イ ク ホ ル ダ ー と の 双 方 向 の コ ミ ュ ニ ケ ー

シ ョ ン 関 係 を 築 い て い く こ と が 重 要 と な っ て

い る こ と が 分 か っ た 。 ま た 、 ス テ イ ク ホ ル ダ

ー ・ エ ン ゲ ー ジ メ ン ト を す る こ と に よ っ て 、

ス テ イ ク ホ ル ダ ー と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン が

深 ま り 、 社 会 と よ り よ い 関 係 を 築 い て い く こ

と が で き る 、 と い う こ と が わ か っ た 。  
環 境 経 営 に お い て 、 環 境 報 告 書 は 企 業 と ス

テ イ ク ホ ル ダ ー の 主 要 な コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

ツ ー ル と な っ て い る 。 そ の 環 境 報 告 書 を 、 単

な る 企 業 の 活 動 報 告 に と ど め る の で は な く 、

ス テ イ ク ホ ル ダ ー の 期 待 や 要 請 を 聞 き い れ 、

そ れ を 報 告 書 に 盛 り 込 み 、 環 境 報 告 書 を ス テ

イ ク ホ ル ダ ー と の 双 方 向 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ

ン の 場 と し て い く こ と で 、 企 業 は よ り ス テ イ

ク ホ ル ダ ー 、 社 会 と よ い 関 係 を 作 っ て い け る

の で は な い か 。  
ス テ イ ク ホ ル ダ ー か ら の 要 請 や 期 待 を 聞

き 、 そ れ を 経 営 や 活 動 に 組 み 込 み 、 環 境 マ ネ

ジ メ ン ト 、 Ｐ Ｄ Ｃ Ａ に 結 び つ け る 。 そ し て 、

ど の よ う な 期 待 を 受 け ど う 対 応 し た か 、 そ の

過 程 ・ 成 果 を 明 記 し 報 告 し て い く 、 と い う 環

境 情 報 開 示 の あ り 方 を 提 案 し た い 。  
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一 方 向 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン  

企業 ステイクホルダー環境報告書

活動・成果

 
 
 
双 方 向 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン  

企業 ステイクホルダー

要請・期待
問題点・課題

活動・報告

環境報告書

                                                   
（ １ ） 谷 本 ［ 2 3 ］ p p . 1 6 7 ~ 1 6 9 。  
（ ２ ） 井 之 上 〔 8 〕 4 6 ペ ー ジ 。  
（ ３ ） 井 之 上 〔 8 〕 3 6 ペ ー ジ 。  
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（ ４ ） 井 之 上 〔 8 ］ 5 2 ペ ー ジ 。  
（ ５ ） 井 之 上 〔 8 〕 2 5 ペ ー ジ 。  
（ ６ ） 谷 本 ［ 2 3 ］ p p . 1 6 9 ~ 1 7 3 。  
（ ７ ） 谷 本 ［ 2 3 ］ 1 6 9 ペ ー ジ 。  
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第 ４ 章  日 本 の 環 境 報 告 書  
 

第 ４ 章 で は 、 日 本 の 環 境 報 告 書 に 焦 点 を 当

て 、 そ の 現 状 を ふ ま え た う え で 、 第 ３ 章 で 述

べ た 分 析 視 点 か ら 実 際 に 日 本 の 環 境 報 告 書 を

分 析 し て い き た い と 思 う 。  
 
第 １ 節  環 境 報 告 書 の 現 状  
 環 境 省 が 毎 年 行 う 「 環 境 に や さ し い 企 業 行

動 調 査 」（ １ ） か ら 現 在 の 日 本 の 環 境 報 告 書 の

現 状 を み て み る 。  
日 本 に お い て 、 環 境 報 告 書 を 発 行 す る 企 業

は 年 々 増 え て い る 。（ 図 表 ４ － １ 参 照 ）  
 
図 表 ４ － １  環 境 報 告 書 作 成 企 業 数 の 推 移  

 
出 所 ：  
平 成 1 7 年 度 「 環 境 に や さ し い 企 業 行 動 調 査 」

h t t p : / / w w w . e n v . g o . j p / p o l i c y / j - h i r o b a / k i g y o
/ h 1 7 / g a i y o . p d f  よ り  
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 上 場 、 非 上 場 で み て も 、 上 場 企 業 の ほ う が

報 告 書 作 成 の 取 り 組 み は 進 ん で い る も の の 、

両 者 と も 年 々 報 告 書 を 発 行 す る 企 業 は 増 え て

い る 。（ 図 表 ４ － ２ ， ４ － ３ ）  
 
図 表 ４ － ２  環 境 報 告 書 へ の 取 り 組 み 状 況

（ 上 場 企 業 ）  
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図 表 ４ － ３  環 境 報 告 書 へ の 取 り 組 み 状 況

（ 非 上 場 企 業 ）  

 

出 所 ：  
平 成 1 7 年 度 「 環 境 に や さ し い 企 業 行 動 調 査 」

h t t p : / / w w w . e n v . g o . j p / p o l i c y / j - h i r o b a / k i g y o
/ h 1 7 / g a i y o . p d f  よ り  
 

内 容 に 関 し て は 、 環 境 面 だ け で な く 、 社

会 ・ 経 済 的 側 面 も 盛 り 込 む 企 業 が 増 え る 傾 向

に あ る 。（ 図 表 ４ － ４ ）  
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図 表 ４ － ４  社 会 ・ 経 済 的 側 面 の 記 載 状 況  

 
出 所 ：  
平 成 1 7 年 度 「 環 境 に や さ し い 企 業 行 動 調 査 」 
h t t p : / / w w w . e n v . g o . j p / p o l i c y / j - h i r o b a / k i g y o
/ h 1 7 / g a i y o . p d f  よ り  
 

公 表 媒 体 に 関 し て は 、 冊 子 と ホ ー ム ペ ー ジ

に よ る 公 表 が 増 え て き て い る 。（ 図 表 ４ － ５ ） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 52 

図 表 ４ － ５  環 境 報 告 書 の 公 表 媒 体 に つ い て  

 

出 所 ：  
平 成 1 7 年 度 「 環 境 に や さ し い 企 業 行 動 調 査 」

h t t p : / / w w w . e n v . g o . j p / p o l i c y / j - h i r o b a / k i g y o
/ h 1 7 / g a i y o . p d f  よ り  
 
 以 上 よ り 、日 本 の 環 境 報 告 書 の 現 状 と し て 、

環 境 報 告 書 発 行 企 業 は 上 場 、 非 上 場 と も に

年 々 増 加 し て お り 、 そ の 内 容 も 報 告 書 の 充 実

が 図 ら れ て き て い る 、 と 言 う こ と が で き る だ

ろ う 。  
 
第 ２ 節  事 例 調 査 と 分 析  
（ １ ）  分 析 方 法  

ま ず 、 対 象 と す る 企 業 と し て は 、 第 ３ 章 で

も 紹 介 し た 、 環 境 省 と （ 財 ） 地 球 ・ 人 間 環 境

フ ォ ー ラ ム が 優 れ た 環 境 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

を 表 彰 す る 「 環 境 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 大 賞 」
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と 、 東 洋 経 済 新 報 社 と グ リ ー ン リ ポ ー テ ィ ン

グ フ ォ ー ラ ム が 共 催 す る 「 環 境 報 告 書 賞 」 で

2 0 0 7 年 受 賞 し た 企 業 を 対 象 と し た 。  
ま た 、 分 析 要 素 は 、  

① ど の よ う に ス テ イ ク ホ ル ダ ー か ら の 要 請 や

期 待 を 聞 い て い る の か 、 そ の 手 段  
② そ れ を ど の よ う に 経 営 活 動 や 成 果 に 反 映 さ

せ て い る の か 、 そ の 反 映 方 法  
の ２ 点 と す る 。 こ れ ら は 企 業 が 発 行 す る 環 境

報 告 書 の 内 容 を 参 照 し て 分 析 す る 。  
 

第 １ ０ 回 環 境 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 大 賞 受

賞 企 業 と 第 1 0 回 環 境 報 告 書 賞 受 賞 企 業 は 以

下 の 通 り で あ る 。（ ２ ）  
 
○ 第 1 0 回 環 境 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 大 賞  

環 境 報 告 書 部 門  
【 環 境 報 告 大 賞 （ 環 境 大 臣 賞 ）】（ １ 点 ）  

・ ( 株 ) リ コ ー  
【 持 続 可 能 性 報 告 大 賞（ 環 境 大 臣 賞 ）】（ １ 点 ） 

・ サ ン ト リ ー ( 株 )  
【 環 境 報 告 優 秀 賞 （ 地 球 ・ 人 間 環 境 フ ォ ー ラ

ム 理 事 長 賞 ）】（ ７ 点 ）  
・ 味 の 素 ( 株 )  

 ・ ( 株 ) 岡 村 製 作 所  
・ サ ラ ヤ ( 株 )   
・ 全 日 本 空 輸 ( 株 )  
・ 東 京 ガ ス ( 株 )  
・ 松 下 電 器 産 業 ( 株 )   
・ 三 重 県  平 成 1 8 （ 2 0 0 6 ） 年 版 三 重 県 環 境
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報 告 書  
【 持 続 可 能 性 報 告 優 秀 賞 （ 地 球 ・ 人 間 環 境 フ

ォ ー ラ ム 理 事 長 賞 ）】（ ６ 点 ）  
・ ( 株 ) Ｉ Ｎ Ａ Ｘ  
・  ( 株 ) 西 友  
・ 積 水 ハ ウ ス ( 株 )   
・ ソ ニ ー ( 株 )  
・ 大 和 証 券 グ ル ー プ 本 社  
・ 富 士 フ イ ル ム ホ ー ル デ ィ ン グ ス ( 株 )  

 
○ 第 1 0 回 環 境 報 告 書 賞  
【 最 優 秀 賞 】  

・ 本 田 技 研 工 業  
【 優 秀 賞 】  

・ リ コ ー グ ル ー プ  
【 優 良 賞 】  

・ 王 子 製 紙 グ ル ー プ  
・ サ ラ ヤ  
・ シ ャ ー プ  
・ 松 下 電 器 産 業  
・ 矢 崎 総 業  

 
（ ２ ） 事 例 分 析  

そ れ で は 、（ １ ） で 述 べ た 分 析 要 素 の ① と

② 、 そ れ ぞ れ に つ い て 実 際 に 分 析 し て み る 。  
 

『 リ コ ー グ ル ー プ サ ス テ ナ ビ リ テ ィ レ ポ ー ト

2 0 0 7 』  
①  
・第 1 回 リ コ ー 地 球 環 境 月 間 シ ン ポ ジ ウ ム「 持
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続 可 能 な 社 会 を 共 創 す る た め に 」 の 開 催  
企 業 5 9  名 、 N P O 3 0 名 、 リ コ ー グ ル ー プ

2 0 名 の 計 1 0 9 名 が 参 加 し 、リ コ ー と N P O
と の 取 り 組 み を 紹 介 し 、 N P O と 企 業 の 協

働 の あ り 方 に つ い て の パ ネ ル デ ィ ス カ

ッ シ ョ ン 行 な う 。  
・ イ ン タ ビ ュ ー の 実 施  

［ 社 員 に 聞 く ］  植 物 由 来 ト ナ ー の 開 発  
［ お 客 様 に 聞 く ］  佐 川 急 便 株 式 会 社 様   
［ 社 員 に 聞 く ］  リ サ イ ク ル 事 業 の 黒 字

化  
［ 社 員 に 聞 く ］  感 光 体 ド ラ ム の ア ル ミ

素 管 リ ユ ー ス  
［ 仕 入 先 企 業 に 聞 く ］  株 式 会 社  美 和 テ

ッ ク 様  
［ 社 員 に 聞 く ］  社 用 車 の 集 中 グ リ ー ン

購 買   
［ 廃 棄 物 処 理 委 託 業 者 に 聞 く ］  有 限 会

社  坂 井 商 店 様  
と い う よ う に 、“ Ｉ  Ｎ  Ｔ  Ｅ  Ｒ  Ｖ  Ｉ  
Ｅ  Ｗ ” と し て ス テ イ ク ホ ル ダ ー か ら の

声 を 聞 く と と も に そ の 内 容 を 掲 載 し て

い る 。  
・ 市 民 、 地 域 、 行 政 と の リ ス ク コ ミ ュ ニ ケ ー

シ ョ ン ミ ー テ ィ ン グ の 開 催  
こ の 会 合 は 、 市 民 や 行 政 、 企 業 が 一 同 に

集 ま り 、 環 境 汚 染 や 化 学 物 質 に 関 す る 情

報 共 有 と 相 互 理 解 を 深 め 、 環 境 リ ス ク 低

減 を 図 る こ と を 目 的 と し た も の で 、 最 後

に は 意 見 交 換 会 も 行 わ れ 、 Ｎ Ｐ Ｏ や 市 民
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か ら の 意 見 や 要 望 も あ が っ た 。  
・ 有 識 者 へ の イ ン タ ビ ュ ー  

“ Ｔ Ｏ Ｐ Ｉ Ｃ ” と し て 有 識 者 か ら の 声 を

掲 載 せ い て い る 。 有 識 者 と し て は 、 Ｗ Ｗ

Ｆ ジ ャ パ ン や 東 京 大 学 Ａ Ｇ Ａ 推 進 室 な

ど で 、 リ コ ー の 環 境 経 営 に 関 す る 意 見 を

聞 き 、 掲 載 し て い る 。  
②  
市 民 、 地 域 、 行 政 と の リ ス ク コ ミ ュ ニ ケ ー シ

ョ ン ミ ー テ ィ ン グ で の 意 見 や 要 望 に 関 し て は 、

「 い た だ い た 意 見 を 今 後 の 課 題 と し て 具 体 的

に 検 討 し 、2 0 0 7 年 度 以 降 の 取 り 組 み に 加 え て

い く 方 針 で す 。」 と し て い る 。 ま た 、 ア ン ケ ー

ト に 対 し て 、 結 果 と そ の 対 応 を 載 せ て い る 。  
 
『 サ ン ト リ ー C S R  レ ポ ー ト 2 0 0 7 』  
①  
・ ス テ ー ク ホ ル ダ ー ・ ダ イ ア ロ ー グ の 開 催  
そ の 他 、 各 種 ダ イ ア ロ ー グ に 加 え 、 ホ ー ム ペ

ー ジ の 専 用 ア ド レ ス「 エ コ メ ー ル 」、レ ポ ー ト

や ホ ー ム ペ ー ジ の ア ン ケ ー ト 、 お 客 様 コ ミ ュ

ニ ケ ー シ ョ ン セ ン タ ー へ の お 問 い 合 わ せ な ど

も 行 っ て い る 。  
 
２００６年ステイクホルダー・ダイアローグの開催 
テーマ 主な参加者 回数 人数（名） 
サステナビリテ

ィボード 
環境・社会・企

業の有識者 
１ ６ 

企業の環境保全

活動 
大学生、大学関

係者 
２ ５０ 
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企業の環境経営 企業、自治体、

消費者、 
大学生など 

８ ３６０ 

ISO14001 への

挑戦 
物流関係者 １ ２００ 

企業の森林保全

活動 
企業、自治体、

NPO、 
消費者など 

４ ４４０ 

  １６ １０５６ 
出 所 ： サ ン ト リ ー 株 式 会 社 〔 1 9 〕 p . ６ ３ よ り

作 成  
 

ま た 、 サ ン ト リ ー の 環 境 活 動 に つ い て 、 環

境 監 査 研 究 会 代 表 幹 事 の 後 藤 敏 彦 氏 と サ ン ト

リ ー の 環 境 部 担 当 取 締 役 小 嶋 幸 次 氏 の 対 談 を

掲 載 し て い る 。  
②  
「 さ ま ざ ま な か た ち で 皆 様 の ご 意 見 ・ ご 要 望

を 頂 戴 し 、 目 標 ・ 活 動 の 改 善 に 活 用 し て い ま

す 。」 と し て い る 。  
 
『 東 京 ガ ス C S R 報 告 書 ２ ０ ０ ７ 』  
①  
・ ス テ イ ク ホ ル ダ ー ・ ダ イ ア ロ グ の 実 施  
オ ー ル 東 京 ガ ス 「 C S R 報 告 書 を 読 む 会 」 を 開

催 し 、 C S R に つ い て 先 進 的 な 取 り 組 み を し て

い る 企 業 の 報 告 書 と 読 み 比 べ 、「 今 後 力 を 入 れ

る べ き C S R 活 動 」「 C S R 報 告 書 の 追 加 ・ 修 正

す べ き 項 目 」 に つ い て 、 グ ル ー プ 討 議 を 実 施

し た 。 ま た 、 社 外 の 有 識 者 と の ダ イ ア ロ グ も
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実 施 し て い る 。  
②  
「 C S R 活 動 の 一 環 と し て 、 3 回 の ス テ ー ク ホ

ル ダ ー ダ イ ア ロ グ を 開 催 し 、 さ ま ざ ま な お 立

場 か ら 、 多 岐 に わ た る ご 意 見 を 拝 聴 い た し ま

し た 。 そ れ ら の ご 意 見 を で き る 限 り 事 業 活 動

に 反 映 し て い く こ と が で き る よ う に 、 継 続 し

て 努 め て い き ま す 。」 と し て い る 。  
 
『 富 士 フ ィ ル ム ホ ー ル デ ィ ン グ ス サ ス テ ナ ビ

リ テ ィ レ ポ ー ト 2 0 0 7 』  
①  
・「 お 客 様 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン セ ン タ ー 」を 発

足 。  
お 客 さ ま か ら の 相 談 、 要 望 に こ た え る 窓 口 と

し て 、1 9 9 0 年 に 社 長 直 轄 の 部 門 と し て 設 置 さ

れ た 。  
・ ス テ イ ク ホ ル ダ ー ・ ダ イ ア ロ グ の 実 施 。  
②  
お 客 さ ま か ら の 重 要 な ご 指 摘 や 苦 情 、 頻 度 の

高 い お 問 い 合 わ せ は 、 お 客 さ ま の 「 生 の 声 」

と し て 、 経 営 ト ッ プ 、 部 門 長 に 報 告 し て い ま

す 。ま た 、お 客 さ ま か ら い た だ い た ご 意 見 は 、

製 品 や サ ー ビ ス の 改 善 、 包 装 ・ 表 示 の 改 善 な

ど に 反 映 し て い る 。  
ま た 、 ス テ イ ク ホ ル ダ ー ダ イ ア ロ グ で の 意 見

は 、 そ の 対 応 状 況 を 明 記 し て い る 。  
 
『 味 の 素 グ ル ー プ  環 境 報 告 書 2 0 0 7 』  
①  
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・  複 数 回 の 環 境 ダ イ ア ロ グ の 実 施  
消 費 者 団 体 や 環 境 団 体 の 専 門 家 を 招 い て 、 味

の 素 グ ル ー プ の 環 境 へ の 取 り 組 み に つ い て ダ

イ ア ロ グ を 実 施 し た 。 報 告 書 に は そ こ で 出 さ

れ た 意 見 を 掲 載 し て い る 。  
②  
ダ イ ア ロ グ 中 で 出 さ れ た 意 見 の 中 で も 特 に 重

要 と さ れ る 問 題 に 対 し て 特 集 を 設 け て そ の 対

応 を 掲 載 し て い る 。  
 
 
『 岡 村 製 作 所 C S R レ ポ ー ト 2 0 0 7 』  
展 示 会 に 参 加 す る な ど コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン は

実 施 し て い る が 、 環 境 経 営 に つ い て ス テ イ ク

ホ ル ダ ー と 意 見 を 交 わ す な ど 、 意 見 を 聞 く よ

う な 取 り 組 み は 特 に み ら れ な い 。  
 
『 サ ラ ヤ 環 境 レ ポ ー ト 2 0 0 7 』  
シ ン ン ポ ジ ウ ム で の 講 演 、 意 見 発 表 、 見 学 、

な ど 様 々 な 機 会 を 捉 え て 、 グ ロ ー バ ル に 環 境

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を す す め て い る が 、 岡 村

製 作 所 同 様 、 ス テ イ ク ホ ル ダ ー か ら の 意 見 を

聞 き そ れ を 経 営 に 反 映 さ せ る よ う な 取 り 組 み

は 特 に み ら れ な い 。  
 
『 全 日 本 空 輸 C S R レ ポ ー ト 2 0 0 7 』  
代 々 木 公 園 （  東 京 ） で 毎 年 開 催 さ れ て  
い る 「 エ コ ラ イ フ ・ フ ェ ア 」 に 出 展 し 、 A N A
グ ル ー プ の 環 境 活 動 に つ い て 紹 介 す る な ど の

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン は 実 施 し て い る が 、 ス テ
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イ ク ホ ル ダ ー か ら の 意 見 を 聞 き そ れ を 経 営 に

反 映 さ せ る よ う な 取 り 組 み は 特 に み ら れ な い 。 
 
『 I N A X  C o r p o r a t e  R e p o r t  2 0 0 7 』  
『 I N A X  C o r p o r a t e  R e p o r t 』 に 関 す る さ ま ざ

ま な 有 識 者 か ら の 提 言 や 示 唆 を 紹 介 し 、 そ れ

に 対 処 す る 現 在 の 活 動 に つ い て 報 告 し て い る 。 
こ の ほ か に も 建 築 家 や 取 引 先 の 方 々 と 継 続 し

た 意 見 交 換 を 実 施 し 、「商 品 の 研 究 開 発 な ど 事

業 活 動 に い か し て い ま す 」 と し て い る 。  
 
積 水 ハ ウ ス 『 S u s t a i n a b i l i t y  R e p o r t  2 0 0 7 』  
①  
・ セ ミ ナ ー や ワ ー ク シ ョ ッ プ 、 C S R 有 識 者 関

連 意 見 交 換 会 、 一 般 見 学 会 を 開 催  
今 後 の 課 題 と 期 待 に つ い て 、 参 加 者 や 見 学 者

の 方 々 か ら 幅 広 い 視 点 で の 意 見 を 聞 き 、 サ ス

テ ナ ブ ル な 住 ま い づ く り の た め に 向 か う べ き

同 社 の 方 向 性 を 再 確 認 す る 。  
・ 社 外 問 い 合 わ せ へ の 対 応  
ホ ー ム ペ ー ジ か ら の 商 品 や サ ー ビ ス に 関 す る

問 い 合 わ せ 、 I R や 環 境 に 関 し て な ど 、 あ ら ゆ

る ス テ ー ク ホ ル ダ ー か ら の 問 い 合 わ せ に 対 し

て 対 応 し て い る 。2 0 0 6 年 度 は 5 8 3 件 の 一 般 の

方 （ 本 社 関 係 の み 、 資 料 請 求 や マ ス コ ミ の 取

材 な ど を 除 く ） か ら の お 問 い 合 わ せ に 対 応 し

し た 。  
②  
意 見 交 換 会 に 関 し て 、「こ の よ う な ス テ ー ク ホ

ル ダ ー の 皆 様 と の 対 話 の 機 会 を 積 極 的 に 持 ち
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た い と 考 え て い ま す 。」 と し て い る 。  
 
『 大 和 証 券 グ ル ー プ  持 続 可 能 性 報 告 書

2 0 0 7 』  
特 に 記 載 な し 。  
 
『 H o n d a 環 境 年 次 レ ポ ー ト 2 0 0 7 』  
コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 窓 口 の 設 置  
環 境 マ ネ ジ メ ン ト シ ス テ ム の も と 、 地 域 住 民

の 皆 様 と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 窓 口 を 設 け 、

ご 意 見 、 ご 要 望 に 対 応 し て い る 。  

 

王 子 製 紙 グ ル ー プ 『 企 業 行 動 報 告 書 2 0 0 7 』  
①  
・  ス テ ー ク ホ ル ダ ー ・ ダ イ ア ロ グ の 開 催  
2 0 0 7 年 は 、「 木 材 原 料 の 調 達 」 に テ ー マ を 絞

り 、社 外 有 識 者 5 人 を 招 い て 、意 見 を 聞 い た 。  
・ ア ン ケ ー ト  
報 告 書 の 最 後 に ア ン ケ ー ト を 添 付 。  
②  
ス テ イ ク ホ ル ダ ー ・ ダ イ ア ロ グ に 関 し て は 、

「 今 後 の 経 営 の 参 考 と い た し ま す 」 と し て い

る 。 ま た 、 ア ン ケ ー ト 結 果 に 関 し て は 、「 頂 戴

し た ご 意 見 に 対 し て は 、 本 誌 に 反 映 さ せ て い

た だ い た も の や 、 活 動 が 不 十 分 で 今 回 は 見 送

ら せ て い た だ い た も の な ど も あ り ま す が 、 今

後 も で き る 限 り 皆 さ ま の ご 意 見 を 参 考 に し な

が ら 充 実 を 図 っ て い き た い と 考 え て い ま す 。  
」 と し て い る 。  
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シ ャ ー プ  『 環 境 ・ 社 会 報 告 書 2 0 0 7 』  
①  
・  工 場 見 学 会 や 各 種 の イ ベ ン ト の 実 施  
2 0 0 6 年 度 は 神 戸 大 学 や 三 重 大 学 の 学 生 を 事

業 所 に 招 い て 、シ ャ ー プ の 環 境 や C S R へ の 取

り 組 み に つ い て 活 発 な 意 見 交 換 を 行 っ た 。   
ま た 、 夏 休 み 親 子 見 学 会 で は 、 1 , 0 0 0 名 近 い

方 が 参 加 し 、 近 隣 住 民 と 交 流 を 深 め た 。  
こ の よ う に し て 、 幅 広 い ス テ ー ク ホ ル ダ ー の

方 々 と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン に 努 め て い る 。  
②  
特 に 記 載 な し  
 
『 矢 崎 グ ル ー プ 社 会 環 境 報 告 書 2 0 0 7 』  
① ス テ イ ク ホ ル ダ ー ・ ミ ー テ ィ ン グ の 実 施  
第 1 回 は 2 0 0 5 年 6 月 に ｢ 社 会 環 境 報 告 書 を 読

む 会 ｣ と し て 、 お 客 様 、 取 引 先 、 行 政 機 関 、 環

境 N G O 、 N P O 、 大 学 院 生 計 6 名 を 招 い て 開 催

し 、「 矢 崎 を も っ と 知 っ て も ら う べ き 」と い う

ご 意 見 を 受 け た 。 そ こ で 2 0 0 6 年 3 月 に 開 催

し た 第 2 回 は 『 矢 崎  見 る ･ 聞 く ･ 話 す 会 』 と

し て 、 地 域 住 民 の 方 々 、 教 育 機 関 の 方 々 に も

声 を か け 、 お 客 様 、 取 引 先 、 行 政 機 関 、 環 境

N G O 、 N P O の 方 々 と 計 1 0 名 を 招 い た 。  
②  
「 ご 意 見 の 反 映 方 法 」  
4 月 ：  グ ル ー プ 運 営 会 議 で の 報 告  
6 月 ：「  事 業 所 ･ 支 店 で の ス テ ー ク ホ ル ダ ー と

の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 活 動 状 況 調 査 」 実 施  
7 月 ：  環 境 取 り 組 み プ ラ ン へ の 反 映    
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8 月 ：『  Y A Z A K I  N E W S 』 へ の 掲 載  
D V D 配 布 、「 D V D 視 聴 ア ン ケ ー ト 」 実 施  
「 ス テ ー ク ホ ル ダ ー ・ ミ ー テ ィ ン グ で い た だ

い た ご 意 見 と 取 り 組 み 表 」 展 開  
9 月 ：『  社 会 環 境 報 告 書 2 0 0 6 』 に 会 の 様 子 を

掲 載  
と し て 、 ス テ イ ク ホ ル ダ ー ・ ミ ー テ ィ ン グ で

の 意 見 の 反 映 方 法 を 掲 載 し て い る 。  
ま た 、 2 0 0 5 年 、 2 0 0 6 年 と も 意 見 を い た だ い

た テ ー マ に 関 し て 、 そ の 進 捗 状 況 を 、 2 0 0 7 年

に 開 催 し た 第 3 回 の ミ ー テ ィ ン グ で 報 告 し 、

報 告 書 に も 掲 載 し て い る 。  
 
（ ３ ） 分 析 結 果  
 以 上 、 社 会 的 に 評 価 の 高 い 環 境 報 告 書 を 分

析 し て き た が 、 ス テ イ ク ホ ル ダ ー か ら の 要 請

や 期 待 を 聞 く 取 り 組 み を 行 っ て い る 企 業 は 多

く 、 そ の 手 段 と し て は ス テ イ ク ホ ル ダ ー ・ ダ

イ ア ロ ー グ な ど の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン が ほ と

ん ど で あ っ た 。 し か し 、 報 告 書 か ら は そ れ ら

が 実 際 に ど の よ う に 企 業 の 活 動 や 成 果 に 結 び

付 け ら れ た の か と い う こ と を 分 か り や す く 報

告 し て い る 企 業 は 少 な い 。「ス テ イ ク ホ ル ダ ー

の 皆 様 か ら の 声 を 受 け 止 め 、 今 後 の 活 動 に 結

び 付 け て い き ま す 。」と い う よ う な 報 告 が 多 く

あ る が 、 そ れ だ け で は 読 み 手 に と っ て 、 ど の

よ う に 結 び 付 け ら れ て い く の か と い う こ と が

わ か り づ ら い も の と な っ て し ま う 。 ア ン ケ ー

ト 結 果 や ス テ イ ク ホ ル ダ ー ・ ダ イ ア ロ グ 後 の

対 応 と し て 、 企 業 の 改 善 状 況 や 対 応 状 況 を 記
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し て い る 企 業 も あ っ た が 、 十 分 な 記 載 で な い

企 業 が 多 い 。  
 そ れ で は 、 実 際 に は ス テ イ ク ホ ル ダ ー の 声

は ど の よ う に 企 業 の 活 動 に 結 び 付 け ら れ て い

る の だ ろ う か 。 ス テ イ ク ホ ル ダ ー か ら の 要 請

を 企 業 の 経 営 活 動 に 組 み 込 む と い う 第 ３ 章 で

提 示 し た 情 報 開 示 の あ り 方 は 、 ど の よ う に し

て 成 り 立 ち う る の か 。 実 際 に 企 業 で 環 境 報 告

書 を 作 成 し て い る 方 に 、 イ ン タ ビ ュ ー を 試 み

た 。  
 
第 ３ 節  環 境 報 告 書 作 成 の 実 際  

イ ン タ ビ ュ ー 内 容 は 、  
① ス テ イ ク ホ ル ダ ー か ら の 要 請 や 期 待 に ど の

よ う に 対 処 し て い る か  
② 困 難 な 点 ・ 問 題 点  
③ 今 後 の 取 り 組 み に つ い て  
の ３ 点 を 中 心 に 実 施 し た 。  
 
（ １ ） イ ン タ ビ ュ ー  
１ ） 株 式 会 社 リ コ ー 社 会 環 境 本 部 環 境 コ ミ ュ

ニ ケ ー シ ョ ン 推 進 室 シ ニ ア ス ペ シ ャ リ ス ト 阿

部 哲 嗣 氏 へ の イ ン タ ビ ュ ー （ ３ ）  
リ コ ー グ ル ー プ で は 、 環 境 報 告 書 を ス テ イ

ク ホ ル ダ ー と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 手 段 と 認

識 し 、 ス テ イ ク ホ ル ダ ー の 声 を 経 営 に 活 か し

て い く ツ ー ル と 位 置 づ け て い る 。 ま た 、 環 境

報 告 書 の 発 行 目 的 を 「 リ コ ー グ ル ー プ の 環 境

経 営 に 関 す る 情 報 を 開 示 し 、 ス テ イ ク ホ ル ダ

ー と コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 図 り 、 環 境 経 営 の
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改 善 に 役 立 て る こ と に よ り 持 続 的 な 社 会 作 り

に 貢 献 す る こ と 」 と し て い る 。（ ４ ） ま た 、 環

境 報 告 書 の 、 社 会 か ら の 評 価 が 高 く 、 2 0 0 6 年

5 月 に は 第 9 回 環 境 報 告 書 賞 の 「 サ ス テ ナ ビ

リ テ ィ 報 告 書 賞 ・ 優 良 賞 」 を 受 賞 し 、 2 0 0 7 年

3 月 に は 第 1 0 回 環 境 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 大 賞

の 環 境 報 告 大 賞 ｢ 環 境 大 臣 賞 ｣ を 受 賞 し て い る 。 
さ て 、 イ ン タ ビ ュ ー 結 果 で あ る が 、 ま ず ①

に つ い て 尋 ね る と 、「ス テ イ ク ホ ル ダ ー の 期 待

や 要 請 は さ ま ざ ま で す べ て に 対 応 す る こ と は

不 可 能 で あ る 」 と い う こ と で あ っ た 。 ス テ イ

ク ホ ル ダ ー 自 体 を 認 識 す る こ と が 難 し く 、 そ

の 要 請 を 特 定 す る こ と も 難 し い 。 た と え ば 、

あ る 消 費 者 の 声 を 聞 い て も そ れ が 消 費 者 全 体

の 声 と は 限 ら な い 。 ま た 、 そ の 声 自 体 も 多 様

で あ る の だ 。 本 論 文 の 分 析 視 点 の 根 本 の 部 分

が ま ず 難 し い と い う こ と で あ っ た 。 し か し 、

リ コ ー グ ル ー プ で は ス テ イ ク ホ ル ダ ー の 要 請

を 聞 い て い な い わ け で は な く 、「 N G O や 有 識

者 と の ミ ー テ ィ ン グ を 通 し て 社 外 の 意 見 を 聞

き 、 環 境 経 営 の 計 画 や 目 標 に 盛 り 込 ん で い

る 。」 と い う お 話 で あ っ た 。 つ ま り 、 さ ま ざ ま

な ス テ イ ク ホ ル ダ ー か ら 意 見 を 聞 く の で は な

く 、 環 境 の 専 門 家 か ら 経 営 や 活 動 に 関 し て 意

見 を 聞 い て い る 。  
② に つ い て は 、 ① で も あ っ た よ う に 、 ま ず

ス テ イ ク ホ ル ダ ー 自 体 を 認 識 す る こ と が 難 し

く 、 そ の 要 請 を 特 定 す る こ と も 難 し い 。 さ ら

に 現 状 の 問 題 点 と し て 「 ス テ イ ク ホ ル ダ ー か

ら の フ ィ ー ド バ ッ ク が 得 ら れ に く い 」 点 が あ
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る と い う 。 フ ィ ー ド バ ッ ク の 主 要 な 手 段 は ア

ン ケ ー ト な ど で あ る が 、 報 告 書 に 同 封 し て あ

る ア ン ケ ー ト は 実 際 に は あ ま り 返 っ て 来 ず 、

よ っ て 、 対 応 が 困 難 で あ る の だ 。  
最 後 に ③ に つ い て お 話 を 伺 う と 、「 よ い 報

告 書 作 成 の た め に は よ い 活 動 が な け れ ば な ら

な い 。 よ り 活 動 を 充 実 さ せ て い く こ と が よ い

報 告 書 作 成 に つ な が る 。」と い う お 話 で あ っ た 。 
ま た 、 作 成 に お い て 意 識 し て い る 点 は 、 他 の

企 業 か ら 見 本 に な る よ う に 、と い う 点 で あ る 。

「 他 企 業 の 動 向 も 常 に チ ェ ッ ク し て い る 。 今

後 と も 社 外 か ら 評 価 さ れ 続 け る よ う に し て い

く こ と が 目 標 と な る 。」 と い う こ と で あ っ た 。

報 告 書 の 評 価 は 、ア ン ケ ー ト の 返 信 率 も 悪 く 、

表 彰 制 度 な ど の 社 外 の 評 価 が 一 番 参 考 に な る 。

よ っ て 、 報 告 書 作 成 に お い て も 社 外 の 評 価 を

上 げ る こ と が 大 き な 目 安 と な る の だ 。  
 
２ ） サ ン ト リ ー 株 式 会 社 Ｃ Ｓ Ｒ コ ミ ュ ニ ケ ー

シ ョ ン 推 進 室 黒 田 貴 子 氏 へ の イ ン タ ビ ュ ー

（ ５ ）  
サ ン ト リ ー も ま た 、 ス テ イ ク ホ ル ダ ー と の

双 方 向 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン に 重 点 を 置 い て

い る 企 業 で あ る 。 ま た 、 環 境 報 告 書 の 評 価 が

高 い 。C S R レ ポ ー ト 2 0 0 6 が 第 1 0 回 環 境 コ ミ

ュ ニ ケ ー シ ョ ン 大 賞 （ 主 催 （ 財 ） 地 球 ・ 人 間

環 境 フ ォ ー ラ ム ） に お い て 、 環 境 報 告 書 部 門

「 持 続 可 能 性 報 告 大 賞（ 環 境 大 臣 賞 ）」を 受 賞

し て い る 。  
① に 関 し て は 、「 お 客 さ ま コ ミ ュ ニ ケ ー シ
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ョ ン 部 を 設 置 し た り 、 ダ イ ア ロ ー グ を 開 催 し

て 要 請 や 期 待 を 聞 き 、 そ の 後 開 発 や 営 業 な ど

各 部 署 と 連 携 を 取 っ て 対 応 し 、 そ の 活 動 を 報

告 し て い る 。」 と い う こ と で あ っ た 。  
② に つ い て は 、「 ス テ イ ク ホ ル ダ ー の 要 望

は 多 様 で あ る ほ か 、 コ ス ト 面 な ど の 問 題 で す

べ て の 要 請 に は 対 応 で き な い 。」ス テ イ ク ホ ル

ダ ー ・ ミ ー テ ィ ン グ 行 っ た り 、 あ る い は ス テ

イ ク ホ ル ダ ー の 要 望 に あ う よ う な 商 品 を 作 る

こ と に は コ ス ト が 伴 う の で あ る 。  
③ に つ い て は 、リ コ ー の 阿 部 氏 と 同 様 、「 よ

い 報 告 に は ま ず よ い 活 動 を し て い か な け れ ば

な ら な い 。」 と い う こ と で あ っ た 。 つ ま り 、

C S R 活 動 、 環 境 活 動 を 高 め て い く こ と が 何 よ

り も 重 要 と い う こ と で あ る 。 そ し て 、 活 動 や

報 告 書 作 成 の 工 夫 に つ い て は 他 社 の を 勉 強 し

て 参 考 に し て い る 、 と い う こ と で あ っ た 。  
 
（ ２ ） イ ン タ ビ ュ ー か ら み え た こ と  
 ス テ イ ク ホ ル ダ ー か ら の 要 請 は 、 ス テ イ ク

ホ ル ダ ー ・ ダ イ ア ロ ー グ や 報 告 書 に 同 封 さ れ

て い る ア ン ケ ー ト の 返 信 、 有 識 者 と の ミ ー テ

ィ ン グ な ど で 把 握 す る 企 業 が ほ と ん ど で あ る

（ 事 前 の 調 査 や イ ン タ ビ ュ ー よ り 。） し か し 、

実 際 に は ア ン ケ ー ト の 返 信 は あ ま り 返 っ て こ

ず 、 ス テ イ ク ホ ル ダ ー ・ ダ イ ア ロ ー グ も 一 般

論 で 終 わ り か ね な い 、 と い う 現 状 が あ る こ と

が 分 か っ た 。 ス テ イ ク ホ ル ダ ー の 要 請 を 捉 え

る こ と 自 体 が ま ず 難 し い 。  
ま た 、 ス テ イ ク ホ ル ダ ー の 要 請 は 多 様 で あ
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り 、 す べ て に 対 応 し て い く こ と は で き な い 。

コ ス ト 面 の 問 題 も あ る 。 そ し て 、 こ れ は 考 慮

し て い な か っ た こ と だ っ た が 、 仮 に す べ て の

要 請 を 受 け 入 れ て 応 え た と し た ら 、 企 業 の 方

針 や ビ ジ ョ ン に ぶ れ が 生 じ て し ま う の で あ る 。

報 告 書 の 読 み 手 と し て も 、 企 業 の メ ッ セ ー ジ

が 伝 わ り に く く な り 読 み に く い も の と な り 、

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン と し て 望 ま し く な い も の

と な っ て し ま う 。 よ っ て 、 ス テ イ ク ホ ル ダ ー

の 要 請 を 経 営 や 活 動 に 組 み 込 む 際 に は 、 企 業

は ど の ス テ イ ク ホ ル ダ ー を 対 象 と す る か 、 と

い う こ と も 明 確 に も つ こ と が 重 要 と な る 。 各

企 業 で 対 象 と す る ス テ イ ク ホ ル ダ ー を 明 確 に

し 、対 応 し て い く こ と が 重 要 で あ る 。企 業 は 、

す べ て の ス テ イ ク ホ ル ダ ー の 要 請 を 組 み 込 む

の で は な く 、 自 社 の 方 針 や ビ ジ ョ ン を し っ か

り 持 ち 、 そ れ に 沿 っ た 形 で 行 う こ と が 重 要 と

な る の で あ る 。  
そ し て 最 後 に 、 活 動 や 報 告 書 の 作 成 に つ い

て は 、 ど の 企 業 も ま だ 改 善 余 地 を 認 識 し て い

て 、 実 際 に そ の 参 考 と な る の は 他 社 の 状 況 や

社 外 か ら の 評 価 な ど で あ る 、 と い う こ と が 明

ら か と な っ た 。 社 会 か ら ど の よ う な 要 請 が あ

る の か 、 と い う こ と を 捉 え る 際 に は 表 彰 制 度

や 評 価 機 関 も 重 要 な 役 割 を 果 た す で あ ろ う 。

そ し て 、 そ れ ら を 充 実 さ せ て い く こ と は 今 後

の 環 境 情 報 開 示 を 高 め る う え で 重 要 な 役 割 を

果 た す で あ ろ う 。  
 
第 ４ 節  日 本 の 環 境 報 告 書 の 課 題 ・ 問 題 点  
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日 本 企 業 で 、 ス テ イ ク ホ ル ダ ー ・ ダ イ ア ロ

ー グ な ど を 実 施 し 、 ス テ イ ク ホ ル ダ ー の 声 を

聞 く よ う な 取 り 組 み を し て い る 企 業 は 少 な く

な い 。 し か し 、 そ れ ら を 通 し て も 、 企 業 側 は

ス テ イ ク ホ ル ダ ー か ら の 要 請 や 期 待 を 捉 え る

の が 難 し い 。 ま ず 要 請 や 期 待 を 知 る 作 業 も 困

難 で あ る し 、 多 様 な 情 報 か ら ニ ー ズ を 特 定 し

捉 え る こ と も 難 し い 。 そ こ で 、 日 本 の 環 境 報

告 書 の 課 題 と し て 、 ま ず ス テ イ ク ホ ル ダ ー か

ら の 要 請 が 捉 え に く い こ と が 挙 げ ら れ る で あ

ろ う 。 そ し て 、 そ の 結 果 、 ス テ イ ク ホ ル ダ ー

の 要 請 を 企 業 内 部 に 取 り 込 み 経 営 活 動 活 か す

取 り 組 み も 困 難 と な り 、 企 業 と ス テ イ ク ホ ル

ダ ー の 双 方 向 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン が 成 り 立

ち に く い と い う 問 題 点 が あ る と 考 え ら れ る 。  
海 外 に お い て は 、 第 3 章 で あ げ た よ う な 、

ス テ イ ク ホ ル ダ ー の 要 請 や 期 待 を 聞 き 入 れ 経

営 活 動 に 組 み 込 ん で い く コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

方 法 を 実 践 し て い る 企 業 は あ る 。 イ ギ リ ス の

ボ ー ダ フ ォ ン （ V o d a f o n e  G r o u p  P l c ） は 、 Ｃ

Ｓ Ｒ に 積 極 的 に 取 り 組 ん で お り 、 そ の 報 告 書

も 高 い 評 価 を 受 け て い る 。 政 府 、 従 業 員 、 ビ

ジ ネ ス パ ー ト ナ ー 、 顧 客 、 Ｎ Ｇ Ｏ ， 投 資 家 、

コ ミ ュ ニ テ ィ と い っ た ス テ イ ク ホ ル ダ ー と の

エ ン ゲ ー ジ メ ン ト 活 動 を 2 0 0 3 年 か ら 実 施 し

て い て 、 ス テ イ ク ホ ル ダ ー か ら さ ま ざ ま な 意

見 を 受 け て と め 、 経 営 に 反 映 さ せ る 努 力 を し

て い る 。 実 際 の エ ン ゲ ー ジ メ ン ト 方 法 と し て

は 、 一 対 一 の ミ ー テ ィ ン グ や 、 複 数 の ス テ イ
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ク ホ ル ダ ー と の ラ ウ ン ド テ ー ブ ル を 設 定 し た

り 、 ま た 大 規 模 な 調 査 を 大 手 調 査 会 社 な ど に

依 頼 す る な ど し て い る 。（ ６ ）  
欧 米 の 企 業 と ス テ イ ク ホ ル ダ ー の 関 係 は 、

ス テ イ ク ホ ル ダ ー が 独 立 し 、 企 業 と 対 峙 し た

り 、 対 話 す る と い う よ う な も の で あ り 、 日 本

の そ れ と は 異 な る 。そ れ で は 、日 本 に お い て 、

第 3 章 で 挙 げ た よ う な コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の

あ り 方 、 環 境 情 報 開 示 の あ り 方 を 果 た す こ と

は ど の よ う に し て 可 能 で あ る の か 。

                                                   
（ １ ） 環 境 省 が 毎 年 実 施 し て い る 調 査 で 、 調 査

対 象 は 、 東 京 、 大 阪 及 び 名 古 屋 証 券 取 引 所 １

部 及 び ２ 部 上 場 企 業 2 6 5 5 社 、 従 業 員 5 0 0 人

以 上 の 非 上 場 企 業 及 び 事 業 所 3 7 3 5 社 で あ る 。

そ の う ち 、 有 効 回 答 数 は 前 者 が 1 , 3 2 3 社

（ 4 9 . 8 ％ ）、後 者 が 1 , 6 4 4 社（ 4 4 . 0 ％ ）で あ る 。  
（ ２ ） 受 賞 企 業 に つ い て は 、 環 境 省 報 道 発 表 資

料 平 成 1 9 年 2 月 1 9 日 と 、 東 洋 経 済 新 報 社

〔 w 7 〕  
h t t p : / / i n f o . t o y o k e i z a i . c o . j p / a w a r d / k a n k y o /
k _ 1 0 / k a n k y o 2 . h t m l  
を 参 照 し た 。  
（ ３ ）  2 0 0 7 年 9 月 2 7 日 。 株 式 会 社 リ コ ー 本

社 事 業 所 に て 。  
（ ４ ） 株 式 会 社 リ コ ー 〔 6 〕 2 ペ ー ジ 。  
（ ５ ）  2 0 0 7 年 1 0 月 3 日 。 メ ー ル と 電 話 に よ

る イ ン タ ビ ュ ー 。  
（ ６ ） 谷 本 寛 治 ［ 2 3 ］ p p . 1 7 3 ～ 1 7 5 。  
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第 5 章  近 年 の 事 例  
 
 近 年 、 日 本 企 業 の な か で も ス テ イ ク ホ ル ダ

ー の 視 点 に た ち 、 そ の 要 望 や 期 待 を で き る だ

け 盛 り 込 め る よ う な 報 告 書 作 成 に 取 り 組 ん で

き る 企 業 が あ る 。 そ こ で 、 第 ５ 章 で は 近 年 の

事 例 を ふ ま え な が ら 、 今 後 の 日 本 に お け る そ

の 可 能 性 に つ い て 探 っ て い き た い と 思 う 。  
 
第 1 節  事 例 調 査  
 
（ １ ） Ｎ Ｅ Ｃ の 取 り 組 み  

ま ず 、 Ｎ Ｅ Ｃ の 事 例 を 取 り 上 げ る 。 Ｎ Ｅ Ｃ

は 2 0 0 0 年 度 か ら 環 境 報 告 書 作 成 に あ た っ て

環 境 Ｎ Ｐ Ｏ と 共 同 作 業 を す る 新 し い 試 み を 行

っ て い る 。 Ｎ Ｅ Ｃ は 環 境 情 報 の 公 開 に あ た っ

て 企 業 側 か ら の 一 方 的 な 情 報 提 供 で は な く 、

読 み 手 に と っ て 読 み や す い 情 報 提 供 、 つ ま り

市 民 の 目 か ら 知 り た い 情 報 を 分 か り や す い 形

で 示 す 報 告 書 作 り と い う 趣 旨 で 、 川 崎 市 の Ｎ

Ｐ Ｏ・環 境 文 明 2 1 と ア ラ イ ア ン ス を 組 ん だ 。

環 境 文 明 2 1 は 報 告 書 の 企 画 段 階 か ら 参 画 し 、

「 環 境 ア ニ ュ ア ル レ ポ ー ト 社 外 企 画 検 討 会

議 」 の 場 の み な ら ず 、 頻 繁 に 情 報 交 換 を 行 い

作 業 を 進 め て い っ た 。（ １ ） 環 境 文 明 2 1 は 、 環

境 負 荷 の 少 な い 持 続 可 能 な 循 環 社 会 の 構 築 を

目 指 す 環 境 Ｎ Ｇ Ｏ で 、 環 境 の 専 門 家 軍 団 と し

て 、 そ し て 市 民 の 目 を 持 つ Ｎ Ｐ Ｏ と し て 、 企

業 の 環 境 へ の 取 り 組 み を 応 援 し て い る 。（ ２ ）  
Ｎ Ｐ Ｏ と 共 同 作 業 に よ る 効 果 と し て 、 Ｎ Ｅ Ｃ
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側 は 以 下 の 点 を 上 げ て い る 。（ ３ ）  
・ 将 来 の レ ベ ル ア ッ プ に つ な が る 活 動 の 進 め

方 や 戦 略 ・ 施 策 の 見 直 し が で き た 。  
・ 社 外 の ニ ー ズ を 把 握 す る た め の 情 報 発 信 の

あ り 方 を 学 習 し た 。   
・ 発 行 者 側 と 読 者 側 と の 双 方 向 の コ ミ ュ ニ ケ

ー シ ョ ン が 深 ま る 報 告 書 が で き た 。  
・ 読 者 か ら の 問 い 合 わ せ 件 数 が 2 0 件 か ら 1 0 5
件 に 増 加 し た 。  

ま た 、 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 改 善 事 例 （ 例 ：

ア ン ケ ー ト ） と し て は 、  
・「 ア ン ケ ー ト 用 紙 が 切 り 離 し に く い 」と い う

意 見 に 対 し て 、用 紙 は  あ ら か じ め 別 紙 で 作 成

し 巻 末 に 差 し 込 む 対 応 を し た 。  
・「 Ｆ Ａ Ｘ の み の 受 付 に 限 ら れ て い て 不 便 だ 」

と い う 意 見 に 対 し て 、 ホ ー ム ペ ー ジ か ら Ｅ メ

ー ル で の 受 付 も 開 始 し た 。  
・「 ア ン ケ ー ト を 求 め る P R が 不 足 し て い る 」

と い う 意 見 に 対 し て 、 環 境 ア ニ ュ ア ル レ ポ ー

ト 送 付 書 に ア ン ケ ー ト を 添 付 す る よ う に 配 慮

し た 。  
と い う よ う な 例 を 挙 げ て い る 。  
 
（ ２ ） 松 下 電 器 産 業 の 取 り 組 み  

次 に 、 松 下 電 器 産 業 の 事 例 を 挙 げ る 。 松 下

電 器 産 業 は 、 2 0 0 1 年 よ り 国 際 N G O ナ チ ュ ラ

ル ・ ス テ ッ プ と 持 続 可 能 な 社 会 と 企 業 活 動 を

め ざ し た パ ー ト ナ ー シ ッ プ を 構 築 し て い る 。

2 0 0 7 年 は 、 ナ チ ュ ラ ル ・ ス テ ッ プ ス ウ ェ ー デ

ン 本 部 と 英 国 支 部 に 持 続 可 能 性 分 析 の 実 施 を
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依 頼 し 、 グ ロ ー バ ル 企 業 と し て そ の 環 境 取 り

組 み が 世 界 の 持 続 可 能 な 社 会 構 築 の 潮 流 に 適

合 し て い る か を 検 証 し 、 彼 ら の 意 見 を 環 境 経

営 の P D C A に 活 か す 試 み を 行 っ て い る 。 ナ チ

ュ ラ ル ス テ ッ プ は 、 1 9 8 9 年 に ス ウ ェ ー デ ン の

Ｋ ．Ｈ ．ロ ベ ー ル 博 士 の 提 唱 に よ り 発 足 し た 、

世 界 1 1 カ 国 に 拠 点 を 持 つ 国 際 Ｎ Ｇ Ｏ で あ る 。

科 学 者 の コ ン セ ン サ ス を も と に 、 持 続 可 能 な

社 会 の 発 展 の た め の 対 策 を 考 え る 際 の 明 確 な

条 件 を 提 唱 し て い る 。（ ４ ） そ の 条 件 は 多 く の

環 境 先 進 国 や 環 境 先 進 企 業 で の 持 続 可 能 性 戦

略 に 活 か さ れ て い る 。（ ５ ）  

持 続 可 能 性 分 析 の プ ロ セ ス （ 2 0 0 7 年 ） は 以 下

の よ う に な っ て い る 。  

 
資料の提供 社会・環境報告 2006、環境データブック 2006、アニュアルレポート 2006、

新環境中期計画方針、2007 年度環境活動方針草案などを提出。 

    
質問票への

回答 
90 項目の質問票に対して回答 

    
事前分析 提供情報・回答をもとに事前分析 

回答内容への追加質問に対する回答準備 

    
第一次ダイア

ログ 
英国にてナチュラルステップのスウェーデン本部、英国支部、日本支部と

のダイアログを計 2 回実施。 

    
ダイアログフ

ォロー 
いただいた意見に対する対応策を役員含む責任者間で検討開始。 

ダイアログでの追加質問項目へ回答。 
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分析 ダイアログを踏まえ、持続可能性分析を実施。 

    
報告書 持続可能性分析報告書を作成（「社会・環境報告 2007」P41～42 掲載） 

    
第二次ダイア

ログ 
報告書に基づき、当社の今後の対応について、ナチュラルステップの日

本支部と当社環境経営責任者との第二次ダイアログを実施予定（2007

年 7 月） 

出 所 ： 松 下 電 器 株 式 会 社 「 1 2 」  
5 9 ペ ー ジ よ り   
 

2 0 0 4 年 度 の 報 告 書 で は 、ナ チ ュ ラ ル ス テ ッ

プ と の 協 働 以 来 3 年 間 で ど の よ う に 持 続 可 能

性 が 発 展 し た か と い う 点 に つ い て 、 北 欧 環 境

先 進 企 業 3 社 と 比 較 す る 報 告 も さ れ て い て 、

社 外 か ら の 声 を 反 映 さ せ た 結 果 も 報 告 さ れ て

い る 。  
 
第 2 節  今 後 の 可 能 性  
 以 上 、 2 社 の 事 例 を 紹 介 し て き た が 、 こ れ

ら の 企 業 の よ う に 、 Ｎ Ｐ Ｏ や Ｎ Ｇ Ｏ と 協 働 し

て 事 業 を 進 め る 方 法 が 今 後 の 可 能 性 の １ つ と

し て 挙 げ ら れ る の で は な い だ ろ う か 。 ス テ イ

ク ホ ル ダ ー か ら の 要 請 が 捉 え に く い 日 本 に お

い て 、 企 業 が 十 分 に ス テ イ ク ホ ル ダ ー か ら の

期 待 や 要 望 を 取 り 入 れ 、 環 境 経 営 や 報 告 書 に

反 映 さ せ て い く こ と は ま だ 難 し い 段 階 に あ る 。

そ こ で 、 専 門 的 な 知 識 や ノ ウ ハ ウ を も つ Ｎ Ｐ

Ｏ や Ｎ Ｇ Ｏ と 協 働 し て 環 境 経 営 や 報 告 書 作 成

を 進 め て い く と い う 方 法 が 今 後 期 待 さ れ る だ

ろ う 。  
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 こ こ で 、 Ｎ Ｐ Ｏ に つ い て 簡 単 に お さ え て お

く 。  
N P O に は 、 以 下 の ３ つ の 機 能 （ 3 つ の タ イ

プ ） が あ る 。（ ６ ）  
 
図 表 ５ － １  Ｎ Ｐ Ｏ の 3 つ の タ イ プ  
 慈善型ＮＰＯ 監視・批判型Ｎ

ＰＯ 
事業型ＮＰＯ 

時期 伝統的 主に60年代後半

～70 年代以降 
主に 80 年代～

90 年代以降 
活動内容 慈善活動 企業、政府活動

の監視・批判、

要求 

社会的サービス

提供、調査・情

報提供 
組織運営 アマチュアリズ

ム・ボランティ

ア（→プロのス

タッフによる運

営も） 

アマチュアリズ

ム・ボランティ

ア／プロのスタ

ッフによる運営 

プロのスタッフ

による運営 

主たる資金源 寄付 寄付 事業収益 
企業・政府との

関係 
独立（コラボレ

ーションも） 
独立 独立／コラボレ

ーション 
出 所 ： 谷 本 〔 2 1 〕 p . 1 8 1 よ り  
 
１ ． ＜ 慈 善 型 ＞ N P O  
チ ャ リ テ ィ ー 活 動 を 行 う  
２ ． ＜ 監 視 ・ 批 判 型 ＞ N P O  
企 業 や 政 府 ・ 国 際 機 関 の 活 動 を 監 視 ・ 批 判 す

る 市 民 団 体 。  
具 体 的 に は ボ イ コ ッ ト 運 動 、 株 主 行 動 、 ロ ビ

ー 活 動 、 訴 訟 な ど の 手 段 に よ っ て 、 企 業 や 政
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府 ・ 国 際 機 関 に そ の 責 任 を 問 う も の 。  
３ ． ＜ 事 業 型 ＞ N P O  
有 料 ・ 有 償 に よ る 社 会 的 サ ー ビ ス の 提 供 、 調

査 ・ 情 報 提 供 ・ 政 策 提 言 と い っ た 活 動 を 社 会

的 事 業 と し て 行 う N P O 。 こ う い っ た N P O の

活 動 は 政 府 や 企 業 に 対 す る 批 判 運 動 に と ど ま

る も の で は な く 、 具 体 的 な 事 業 活 動 を 通 し て

新 し い ／ オ ル タ ナ テ ィ ブ な 社 会 経 済 シ ス テ ム

名 社 会 経 済 シ ス テ ム を 作 っ て い く 主 体 と な る

も の 。  
地 球 環 境 問 題 へ の 関 心 や サ ス テ イ ナ ブ ル

な 社 会 経 済 シ ス テ ム へ の 意 識 の 高 ま り や 生 活

の 質 へ の 価 値 観 の 変 化 と い っ た こ と を 背 景 に 、

さ ま ざ ま な 情 報 提 供 、 政 策 提 言 型 の N P O ／

N G O が 台 頭 し 、多 様 な 運 動 形 態 や 戦 略 を 持 っ

て ロ ー カ ル ・ グ ロ ー バ ル に 広 が っ て い る 。 6 0
年 代 後 半 ～ 7 0 年 代 に か け て は 政 府 ・ 企 業 に 直

接 行 動 を 行 う ＜ 監 視 ・ 批 判 型 ＞ の N P O の 運 動

が 広 が り 、 8 0 ～ 9 0 年 代 に か け て は 社 会 的 な

財 ・ サ ー ビ ス の 提 供 、 情 報 提 供 や 政 策 提 言 を

社 会 的 な 事 業 と し て 行 う ＜ 事 業 型 ＞ の N P O
が 台 頭 し て い る 。  
 

ス テ イ ク ホ ル ダ ー か ら の 要 請 が 捉 え に く

い 日 本 に お い て 、 政 府 ・ 企 業 の 活 動 を 客 観 的

に 監 視 ・ 評 価 し 、 建 設 的 に オ ル タ ナ テ ィ ブ を

提 示 し て い く と い う Ｎ Ｐ Ｏ の 機 能 は 大 い に 期

待 さ れ る の で は な い だ ろ う か 。

                                                   
（ １ ） 谷 本 寛 治 ［ 2 1 ］ 2 8 3 ペ ー ジ 。  
（ ２ ）〔 w 6 〕  
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（ ３ ）「 Ｎ Ｅ Ｃ 環 境 ア ニ ュ ア ル レ ポ ー ト ２ ０ ０

１ 」 環 境 Ｎ Ｐ Ｏ と の 環 境 ア ニ ュ ア ル レ ポ ー ト

共 同 企 画  
h t t p : / / w w w . n e c . c o . j p / e c o / j a / a n n u a l / 2 0 0 1 / 2
0 0 1 _ 1 8 . h t m l   
（ ４ ）〔 ｗ 5 〕  
（ ５ ） 積 水 ハ ウ ス や 、 日 本 マ ク ド ナ ル ド な ど に

も 持 続 可 能 性 分 析 を 行 っ て い る 。  
（ ６ ） 谷 本 寛 治 ［ 2 1 ］ 1 7 9 ペ ー ジ 。  
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第 6 章  環 境 情 報 開 示 の あ り 方  
 
 環 境 情 報 開 示 の あ り 方 と し て 、 本 論 文 で は

「 ス テ イ ク ホ ル ダ ー か ら の 要 請 や 期 待 を 聞 き 、

そ れ を 経 営 や 活 動 に 組 み 込 む 。 そ し て 、 そ の

過 程 ・ 成 果 を 報 告 書 に 明 記 し 開 示 す る 。」と い

う あ り 方 を 提 示 し た （ 第 3 章 参 照 ）。 企 業 は

さ ま ざ ま な ス テ イ ク ホ ル ダ ー と の 相 互 関 係 の

中 で 存 在 し て お り（ 図 表 ６ － １ ）、環 境 経 営 に

は 社 会 か ら の 理 解 や 支 持 が 必 要 で あ る 。  
 
図 表 ６ － １  企 業 と ス テ イ ク ホ ル ダ ー の 相 互

関 係  

企業

社会
ステイクホルダー

・・・・・・・・
株主／投資家
従業員／労組
消費者／顧客

環境、
コミュニティ

①企業の社会的影響力

②ステイクホルダーの期待・圧力

③企業の社会的関与

④ＣＳＲへの支持・評価

出 所 ： 谷 本 ［ 2 3 ］ p 6 3 よ り  
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そ し て 、 企 業 が 社 会 の 理 解 や 支 持 を 得 て 、 よ

り よ い 関 係 を 築 く た め に 、 情 報 開 示 は 企 業 と

社 会 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン と し て 、 企 業 は た

だ 自 社 の 活 動 を 開 示 す る だ け で な く 、 社 会 の

ニ ー ズ を 組 み 込 ん だ 情 報 開 示 （ 図 表 ６ － ２ ）

を 行 っ て い く こ と が 重 要 と な る の で あ る 。  
 
図 表 ６ － ２  環 境 情 報 開 示 の あ り 方  

企業 ステイクホルダー

要請・期待
問題点・課題

活動・報告

環境報告書

 
 
 
し か し 、 調 査 を 進 め て い く な か で 、 現 在 の

日 本 に お い て 上 記 の よ う な 環 境 情 報 開 示 を 実

行 す る の は 難 し い と い う こ と が 分 か っ た 。 現

状 と し て 、 日 本 に お い て は ま ず ス テ イ ク ホ ル

ダ ー か ら の 要 請 が 捉 え に く い の で あ る 。 こ れ

は 、 図 表 ６ － ３ の よ う に 、 日 本 に お い て こ れ

ま で ス テ イ ク ホ ル ダ ー が 企 業 の 内 部 に と り こ



 80 

ま れ て い た こ と が 背 景 と し て 考 え ら れ て い る 。 
 
図 表 ６ － ３ こ れ ま で の 企 業 と ス テ イ ク ホ ル ダ

ー の 関 係  
株主 法人間の株主相互持合い→内向きのネットワーク、相互新任

の獲得 
（株主総会の形骸化→経営者支配） 

従業員 企業内労働市場：長期的な雇用関係→強いコミットメント関

係 
企業内労働組合 
（内部：中核労働者⇔外部：社会的マイノリティの排除） 

消費者 豊かさの追求。モノの消費を通した自己表現 
（自己責任の回避－政府・行政への依存） 

コミュニテ

ィ 
地域共同体の解体（地縁→社縁）、地域＝市場、開発の対象 
市民社会組織の未成熟 
（フィランソロピー活動は不活発：一部陰徳、社会還元とし

て） 
環境 環境＝所与、環境対策＝コスト、公害・直接被害に対する訴

訟、 
法律による規制 

政府 政府（政治家）－行政（官僚）－企業・財界（経営者） 
（相互依存の閉じたネットワーク） 

出 所 ： 谷 本 ［ 2 3 ］ p . 2 3 よ り  
 
そ の よ う な 企 業 と ス テ イ ク ホ ル ダ ー の 関 係 も

変 わ り つ つ あ る が（ 図 表 ６ － ４ 参 照 ）、依 然 ス

テ イ ク ホ ル ダ ー の 要 請 は 捉 え に く い 。  
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図 表 ６ － ４  変 わ り つ つ あ る 企 業 と ス テ イ ク

ホ ル ダ ー の 関 係  
株主 株式相互持合いの解消、外国人（機関投資家）の持ち株増加、

SRI の広がり・その影響 
従業員 日本的雇用慣行の変化、会社人間への反省と同時に能力主義

の徹底 
（社会的マイノリティへの対応の遅れ） 

消費者 消費者意識の変化 
（ただし個々人の意識がつながらない，監視・調査する NGO
の未成熟） 

コミュニテ

ィ 
企業市民として地域社会に関わる動き：フィランソロピー活

動の広がり、NGO/NPO とのコラボレーションの試み 
環境 環境対策の進展、ISO14000 認証、環境マネジメントの整備、

環境報告書、サステナビリティ報告書発行企業の増加 
政府 NGO/NPO セクターを交えた新しい関係の模索 

CSR への支援の動き 
出 所 ： 谷 本 ［ 2 3 ］ p . 2 3 よ り  
 
 

そ の よ う な 日 本 の 現 状 を 踏 ま え 、 本 論 文 で

は 、 上 記 の よ う な 環 境 情 報 開 示 に 向 け N P O 、

N G O の 役 割 に 注 目 す る 。 そ れ ら は 、 企 業 に は

持 た な い 知 識 や ノ ウ ハ ウ を 持 っ て お り 、 情 報

提 供 、 政 策 提 言 機 能 が あ る 。 環 境 問 題 は 第 1
章 で も 述 べ た よ う に 、 ま す ま す 深 刻 化 し て お

り 、 企 業 に と っ て も 重 要 な 経 営 課 題 と な っ て

い る 。 そ れ と 並 行 し て 、 環 境 情 報 開 示 も ま た

重 要 な 経 営 課 題 で あ る 。 し か し 、 企 業 は 必 ず

し も 環 境 対 策 に 対 す る 知 識 を 十 分 に 持 っ て い

る わ け で は な く 、 社 会 か ら ど の よ う な 対 応 が
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求 め ら れ て い る の か 、 ま た 、 環 境 情 報 開 示 に

お い て 自 社 に ど の よ う な こ と が 要 請 さ れ て い

る の か を 捉 え る こ と は 難 し い 。 特 に 日 本 に お

い て は ス テ イ ク ホ ル ダ ー か ら の 要 請 が 捉 え に

く い と い う 現 状 が あ る 。 そ の よ う な 日 本 企 業

に 、 N P O 、 N G O が 情 報 提 供 、 提 言 を し て 支 援

い く こ と で 、 企 業 は よ り よ い 環 境 経 営 、 情 報

開 示 を 進 め 、 同 時 に 図 表 ６ － ２ で あ げ た よ う

な 環 境 情 報 開 示 に 近 づ け て い く こ と も で き る

の で は な い か 、 と 考 え る 。  
N P O 、 N G O の 取 り 組 み は 日 本 に お い て ま だ

少 な い 。 第 5 章 で あ げ た よ う な 、 企 業 と N P O
の コ ラ ボ レ ー シ ョ ン も 、 そ の 取 り 組 み は ま だ

始 ま っ た ば か り で あ る 。 し か し 今 後 、 N P O ，

N G O が ま す ま す そ の 機 能 を 十 分 に 発 揮 し 、本

論 文 で 提 示 し た 環 境 情 報 開 示 の あ り 方 に む け

企 業 の 取 り 組 み も ま す ま す 発 展 す る こ と を 願

っ て 、 本 論 文 を 終 わ り た い と 思 う 。  
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資 料 Ⅰ  報 告 ガ イ ド ラ イ ン を 発 行 す る 団 体  
 
・  カ ナ ダ 商 業 会 議 所（ T h e  C a n a d i a n  C h a m b e r  

o f  C o m m e r c e  :  C C C ）  
  国 際 商 業 会 議 所 の 「 持 続 可 能 な 発 展 の た

め の ビ ジ ネ ス 憲 章 」 に も と づ き 、 1 9 9 2 年

に 企 業 環 境 報 告 書 ガ イ ド ラ イ ン を 発 行

し た 。  
  報 告 書 の 作 成 を ど う 進 め る か に つ い て の

一 般 的 な ポ イ ン ト が 含 ま れ て い る 。  
 
・  持 続 可 能 な 発 展 の た め の 国 際 研 究 所 ( T h e  

I n t e r n a t i o n a l  I n s t i t u t e  f o r  S u s t a i n a b l e  
D e v e l o p m e n t  :  I I S D )  

デ ロ イ ト ・ ト ゥ シ ュ ( D e l o i t t e & T o u c h e )
と の 共 同 プ ロ ジ ェ ク ト に お い て 、 持 続 可

能 な 発 展 の た め の 企 業 報 告 を 研 究 す る 。

報 告 ガ イ ド ラ イ ン 自 体 は 発 行 し て い な

い が 、 独 立 し た 「 持 続 可 能 な 発 展 リ ポ ー

ト ｣ の 想 定 さ れ る 内 容 に つ い て 述 べ て い

る 。 1 9 9 0 年 に 、 ｢ 社 会 的 関 心 を 持 つ ｣ 銀 行

家 、 ブ ロ ー カ ー 、 ア ナ リ ス ト ら 3 2 5 名 の

団 体 で あ る ｢ 社 会 的 投 資 フ ォ ー ラ ム ｣

（ S o c i a l  I n v e s t m e n t  F o r u m  :  S I F ） を 代

表 し て ガ イ ド ラ イ ン を 起 草 し た 。  
 

・  環 境 に 責 任 を 持 つ 経 済 の た め の 連 合

( C o a l i t i o n  f o r  E n v i r o n m e n t a l l y  
R e s p o n s i b l e  E c o n o m i e s  :  C E R E S )  

1 9 8 9 年 の エ ク ソ ン （ E x x o n ） 社 の タ ン カ
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ー ・ バ ル デ ィ ー ズ 号 の 座 礁 事 故 を き っ か

け に 、 環 境 に 責 任 を 持 つ 企 業 行 動 を 促 進

す る た め に ア メ リ カ で 結 成 さ れ た 。

C E R E S は 、 報 告 の 質 を 高 め 、 そ し て ど の

企 業 に 投 資 す べ き か に つ い て （ 経 済 パ フ

ォ ー マ ン ス と 環 境 パ フ ォ ー マ ン ス の 両

方 に お い て 優 れ て い る 企 業 が 望 ま し い ）、

十 分 な 情 報 に も と づ い た 意 思 決 定 を 行

え る よ う 投 資 者 を 助 け る た め に 、 包 括 的

な 企 業 環 境 報 告 の 様 式 を 開 発 し た 。  
 
・  環 境 報 告 公 開 イ ニ シ ア テ ィ ブ ( P u b l i c  

E n v i r o n m e n t a l  R e p o r t i n g  I n i t i a t i v e  :  
P E R I )  

国 際 的 な 企 業 9 社 に よ っ て 1 9 9 3 年 に 設

立 さ れ た 。 企 業 そ の 他 の 組 織 に よ る 環 境

報 告 の 改 善 を 支 援 す る た め に 報 告 ガ イ

ド ラ イ ン を 発 行 し た 。 統 一 し た 合 理 的 な

情 報 公 開 が 目 的 。 そ の ガ イ ド ラ イ ン は 、

既 存 の 報 告 に つ い て の 率 先 的 な 活 動 の

分 析 に も と づ い て い て 、 こ の グ ル ー プ が

包 括 的 な 報 告 の 核 と 考 え る 要 素 を 反 映

し て い る 。 P E R I の ガ イ ド ラ イ ン は 一 般

的 な も の で あ り 、 各 企 業 は そ の 活 動 に 応

じ て 適 当 な 様 式 や ス タ イ ル 、 詳 細 さ の 程

度 を 選 ぶ こ と が で き る 。 核 と な る 要 素 は 、

「 記 述 す る 」（ d e s c r i b e ）、「 詳 細 な 」

( d e t a i l ) 、「 情 報 を 提 供 す る 」 ( p r o v i d e  
i n f o r m a t i o n ) 、 と い う 言 葉 で 規 定 さ れ る

こ と が 多 く 、 定 量 的 デ ー タ は ほ と ん ど 強
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調 さ れ て い な い 。  
 

・  世 界 産 業 環 境 委 員 会 ( W o r l d  I n d u s t r y  
C o u n c i l  o n  t h e  E n v i r o n m e n t  :  W I C E )  

  持 続 可 能 な 発 展 の 目 標 に 向 か う 企 業 を 助

け る た め に 結 成 さ れ た 。 W I C E の 指 針 文

書 は 、 企 業 が 環 境 の 方 針 ・ 実 践 ・ パ フ ォ

ー マ ン ス に つ い て 、 も っ と オ ー プ ン に な

る よ う 奨 励 し て い て 、 企 業 が 報 告 書 に 何

を 盛 り 込 め る か に つ い て 情 報 を 提 供 し

て い る 。 そ こ で は 、 環 境 報 告 に お け る 自

発 的 リ ー ダ ー シ ッ プ の 必 要 性 が 、 非 常 に

強 調 さ れ て い る 。  
 
・  国 連 ― 会 計 ・ 報 告 の 国 際 基 準 に 関 す る 専 門

家 に よ る 政 府 間 作 業 グ ル ー プ ( U n i t e d  
N a t i o n s  I n t e r g o v e r n m e n t a l  W o r k i n g  
G r o u p  o f  E x p e r t s  o n  I n t e r n a t i o n a l  
S t a n d a r d s  o f  A c c o u n t i n g  a n d  R e p o r t i n g  :  
U N - I S A R )  

U N - I S A R グ ル ー プ は 、年 次 報 告 書 及 び 財

務 諸 表 で の 、 よ り 詳 細 な 環 境 情 報 開 示 の

必 要 性 を 認 識 し 、 こ の 分 野 の 指 針 を 発 行

し た 唯 一 の 国 際 的 会 計 団 体 で あ る 。 そ の

提 言 は 、「 取 締 役 会 の 報 告 ｣ ｢ 経 営 者 の 討

議 と 分 析 ｣ ｢ 財 務 諸 表 の 注 記 ｣ に 含 ま れ る

べ き 情 報 を カ バ ー し て い る 。  
 

・  国 連 環 境 計 画 ( U n i t e d  N a t i o n s  
E n v i r o n m e n t a l  P r o g r a m m e  :  U N E P )  
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1 9 9 4 年 に テ ク ニ カ ル ・ レ ポ ー ト を 発 行 し 、

環 境 報 告 に 考 慮 さ れ る べ き 5 0 の 報 告 要

素 の リ ス ト を 掲 げ て い る 。 こ の レ ポ ー ト

は ま た 、 報 告 活 動 を 調 和 さ せ る た め に 、

核 と な る 報 告 要 素 の 一 群 を 提 案 し て い

る 。  
 
・  グ ロ ー バ ル ・ レ ポ ー テ ィ ン グ ・ イ ニ シ ア テ

ィ ブ （ G l o b a l  R e p o r t i n g  I n i t i a t i v e  : G R I ） 
  国 際 的 な サ ス テ ィ ナ ビ リ テ ィ ・ レ ポ ー テ

ィ ン グ の ガ イ ド ラ イ ン 作 り を 使 命 と す

る N G O 。 ミ ッ シ ョ ン は 、「 経 済 、 環 境 、

社 会 報 告 を 通 常 の 業 務 慣 行 と な る よ う 、

か つ 厳 密 で 比 較 可 能 な 最 高 度 の ス タ ン

ダ ー ド を 高 め る こ と 」 と し て い る 。  
 
 
出 所 ： 社 団 法 人 商 事 法 務 研 究 会 〔 2 0 〕

p . 1 9 8 ~ 2 0 0 よ り  
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資 料 Ⅱ  環 境 報 告 の 諸 ガ イ ド ラ イ ン  
 
略称 各機関の名称 ガイドライン（公表年） 
ACBE ビジネスと環境に関す

る諮問委員会（イギリ

ス政府） 

環境報告および財務部

門―適切な実務へのア

プローチ（1997 年） 
ACCA イギリス勅許会計士協

会 
環境・エネルギー報告

お よ び 会 計 ガ イ ド

（1997 年） 
CBI 英国産業連合 環境報告―産業界のガ

イドライン（1993 年） 
CERES 環境に責任を持つ経済

のための連合 
セリーズ原則（1994
年） 

CIA 化学産業協会（イギリ

ス） 
地 域 社 会 へ の 報 告

（1995 年） 
CICA カナダ勅許会計士協会 環境パフォーマンス報

告（1994 年） 
D&T デロイト・トュシュ・

トーマツ 
企業の環境報告の分

析・評価のための査定

者マニュアル（1996
年） 

Denm’k デンマーク政令 グリーン説明書の提出

義務付け（1995 年） 
DIN ドイツ規格協会 一般公表用環境報告ガ

イドライン（1997 年） 
EFFAS 欧州財務分析団体連盟 エコ・エフィシェンシ

ーと財務分析―財務ア

ナリストの観点から

（1996 年） 
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EMAS 欧州環境管理監査制度 環 境 声 明 書 の 要 求

（1998 年改訂） 
FEEM エニ・エンリコ・マッ

ティ財団（イタリア） 
企業環境報告―作成者

ガイドライン（1995
年） 

GEMI グローバル環境管理イ

ニシアティブ（アメリ

カ） 

総合的品質管理フレー

ムワークにおける環境

報告（1994 年） 
GRI グローバル・レポーテ

ィング・イニシアティ

ブ 

持続可能性報告のガイ

ドライン（2000 年） 

ICAEW イングランド・ウェー

ルズ勅許会計士協会 
財務報告における環境

問題（1996 年） 
ICC 国際商工会議所 持続可能な発展のため

の産業界憲章（1991
年） 

MOE 環境省（日本） 環境報告書ガイドライ

ン（2000 年度版）（2001
年） 

PERI 環境報告公表イニシア

ティブ 
PERI ガイドライン

（1993 年） 
UNCTAD 国際貿易開発会議 国際会計・諸国の諸問

題（毎年発行） 
UNEPS ／

SustainAbility 
国連環境計画／サステ

ィナビリティ社 
魅力的なステークホル

ダーベンチマーク調査 
WICE 
（現 WBCSD） 

持続可能発展のための

世界経済人会議 
環境報告―経営者ガイ

ド（1994 年） 
 
 
出 所 ： 阪 「 1 4 」 p . 1 8 4 よ り  
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資 料 Ⅲ  環 境 省 ガ イ ド ラ イ ン の 記 載 項 目  
 
環 境 報 告 書 の 全 体 構 成  
１ ） 基 本 的 項 目  
２ ）事 業 活 動 に お け る 環 境 配 慮 の 方 針 ・ 目 標 ・

実 績 等 の 総 括  
３ ） 環 境 マ ネ ジ メ ン ト に 関 す る 状 況  
４ ） 事 業 活 動 に 伴 う 環 境 負 荷 及 び そ の 低 減 に

向 け た 取 組 の 状 況  
５ ） 社 会 的 取 組 の 状 況  
の 5 つ の 分 野 に 分 類 さ れ る ｡  
 
各 分 野 の 中 で 環 境 報 告 書 に 記 載 す る こ と が 重

要 と 考 え ら れ る 項 目 は 以 下 の 2 5 項 目 ｡  
１ ） 基 本 的 項 目  

① 経 営 責 任 者 の 緒 言 （ 総 括 及 び 誓 約 を 含

む ）  
② 報 告 に 当 た っ て の 基 本 的 要 件 （ 対 象 組

織 ・ 期 間 ・ 分 野 ）  
③ 事 業 の 概 況  

２ ）事 業 活 動 に お け る 環 境 配 慮 の 方 針 ・ 目 標 ・

実 績 等 の 総 括  
④ 事 業 活 動 に お け る 環 境 配 慮 の 方 針  
⑤ 事 業 活 動 に お け る 環 境 配 慮 の 取 組 に 関

す る 目 標 、 計 画 及 び 実 績 等 の 総 括  
⑥ 事 業 活 動 の マ テ リ ア ル バ ラ ン ス  
⑦ 環 境 会 計 情 報 の 総 括  

３ ） 環 境 マ ネ ジ メ ン ト に 関 す る 状 況  
⑧ 環 境 マ ネ ジ メ ン ト シ ス テ ム の 状 況  
⑨ 環 境 に 配 慮 し た サ プ ラ イ チ ェ ー ン マ ネ
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ジ メ ン ト 等 の 状 況  
⑩ 環 境 に 配 慮 し た 新 技 術 等 の 研 究 開 発 の

状 況  
⑪ 環 境 情 報 開 示 、 環 境 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

の 状 況  
⑫ 環 境 に 関 す る 規 制 遵 守 の 状 況  
⑬ 環 境 に 関 す る 社 会 貢 献 活 動 の 状 況  

４ ） 事 業 活 動 に 伴 う 環 境 負 荷 及 び そ の 低 減 に

向 け た 取 組 の 状 況  
⑭ 総 エ ネ ル ギ ー 投 入 量 及 び そ の 低 減 対 策  
⑮ 総 物 質 投 入 量 及 び そ の 低 減 対 策  
⑯ 水 資 源 投 入 量 及 び そ の 低 減 対 策  
⑰ 温 室 効 果 ガ ス 等 の 大 気 へ の 排 出 量 及 び

そ の 低 減 対 策  
⑱ 化 学 物 質 排 出 量 ・ 移 動 量 及 び そ の 低 減 対

策  
⑲ 総 製 品 生 産 量 又 は 販 売 量  
⑳ 廃 棄 物 等 総 排 出 量 、 廃 棄 物 最 終 処 分 量 及

び そ の 低 減 対 策  
2 1 .  総 排 水 量 及 び そ の 低 減 対 策  
2 2 .  輸 送 に 係 る 環 境 負 荷 の 状 況 及 び そ の 低

減 対 策  
2 3 .  グ リ ー ン 購 入 の 状 況 及 び そ の 推 進 方 策  
2 4 .  環 境 負 荷 の 低 減 に 資 す る 商 品 、 サ ー ビ

ス の 状 況  
５ ） 社 会 的 取 組 の 状 況  

2 5 .  社 会 的 取 組 の 状 況  
出 所 ： 環 境 省 ［ w 2 ］  
h t t p : / / w w w . e n v . g o . j p / p o l i c y / r e p o r t / h 1 5 - 0 5 /
0 2 . p d f  よ り
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〔 １ ４ 〕  阪 智 香 『 環 境 会 計 論 』 東 京 経 済 情

報 出 版 、 2 0 0 1 年 。  
〔 １ ５ 〕  サ ラ ヤ 株 式 会 社 「 サ ラ ヤ 環 境 レ ポ

ー ト 2 0 0 7 」  
〔 １ ６ 〕  佐 々 木 弘 『 環 境 調 和 型 経 営 』 文 眞

堂 、 1 9 9 7 年 。  
〔 １ ７ 〕  積 水 ハ ウ ス 株 式 会 社

「 S u s t a i n a b i l i t y  R e p o r t  2 0 0 7 」  
〔 １ ８ 〕  ソ ニ ー 株 式 会 社 「 C S R レ ポ ー ト

2 0 0 7 」  
〔 １ ９ 〕  サ ン ト リ ー 株 式 会 社 「 C S R レ ポ ー

ト 2 0 0 7 」  
〔 ２ ０ 〕  社 団 法 人 商 事 法 務 研 究 会 『 営 業 報

告 に お け る 環 境 情 報 開 示 』 1 9 9 5 年  
〔 ２ １ 〕  谷 本 寛 治 『 企 業 社 会 の リ コ ン ス ト

ラ ク シ ョ ン 』 千 倉 書 房 、 2 0 0 2 年 。  
〔 ２ ２ 〕  谷 本 寛 治『 C S R 経 営 』中 央 経 済 社 、

2 0 0 4 年 。  
〔 ２ ３ 〕  谷 本 寛 治 『 C S R  企 業 と 社 会 を 考

え る 』 N T T 出 版 株 式 会 社 、 2 0 0 6 年 。  
〔 ２ ４ 〕  東 京 ガ ス 株 式 会 社 「 東 京 ガ ス Ｃ Ｓ

Ｒ 報 告 書 2 0 0 7 」  
〔 ２ ５ 〕  山 口 光 恒 『 地 球 環 境 問 題 と 企 業 』

岩 波 書 店 、 2 0 0 0 年 。  
〔 ２ ６ 〕  山 口 光 恒 『 環 境 マ ネ ジ メ ン ト 』 放

送 大 学 教 育 振 興 会 、 2 0 0 6 年 。  
〔 ２ ７ 〕  全 日 本 空 輸 株 式 会 社 「 Ａ Ｎ Ａ グ ル

ー プ Ｃ Ｓ Ｒ レ ポ ー ト 2 0 0 7 」  
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≪ Ｕ Ｒ Ｌ 一 覧 ≫  
 
〔 w 1 〕 Ｇ Ｒ Ｉ 日 本 フ ォ ー ラ ム ホ ー ム ペ ー ジ  
 h t t p : / / w w w . g r i - f j . o r g /  
〔 w 2 〕 環 境 省 ホ ー ム ペ ー ジ  
 h t t p : / / w w w . e n v . g o . j p /  
〔 w 3 〕 環 境 ラ ベ ル 等 デ ー タ ベ ー ス  
h t t p : / / w w w . e n v . g o . j p / p o l i c y / h o z e n / g r e e n / e c
o l a b e l / a 0 4 _ 0 1 . h t m l  
〔 w 4 〕 日 本 電 気 株 式 会 社 ホ ー ム ペ ー ジ  
h t t p : / / w w w . n e c . c o . j p /   
〔 w 5 〕 ナ チ ュ ラ ル ス テ ッ プ ホ ー ム ペ ー ジ  
h t t p : / / w w w . t n s i j . o r g / i n d e x . h t m l  
〔 w 6 〕 N P O 法 人  環 境 文 明 2 1 ホ ー ム ペ ー ジ  
h t t p : / / w w w . n e t i n g . o r . j p / e c o / k a n b u n /   
〔 w 7 〕 東 洋 経 済 新 報 社 ホ ー ム ペ ー ジ  
h t t p : / / w w w . t o y o k e i z a i . c o . j p /   
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≪ イ ン タ ビ ュ ー 協 力 ≫  
 
● 株 式 会 社 リ コ ー  

社 会 環 境 本 部 環 境 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 推

進 室 シ ニ ア ス ペ シ ャ リ ス ト  阿 部 哲 嗣 様  
2 0 0 7 年 9 月 2 7 日 、 株 式 会 社 リ コ ー 本 社 事

業 所 に て  
 
●  サ ン ト リ ー 株 式 会 社  
 Ｃ Ｓ Ｒ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 推 進 室  黒 田 貴

子 様  
2 0 0 7 年 1 0 月 3 日 、 メ ー ル と 電 話 に て 。  

 
 


